
発 行 筑後市
発行日 平成19年 12月 28日
金 0942-53-4111 囲 0942-52-5928
団田 http://wwW.City.chiku9o,fukuoka,,p/

回皿 info@city,chiku9o 19.jp

平成20年  広報     勒 Яα電

月号
JANUARY
No.646

ウメ

(奈良時代に中国から伝わつたとさ

れるバラ科の植物。福岡県の花に

指定されている。花言葉は「あでや

かさ」)
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。子が谷む全紺逹うてオ左

お、くらむ類を子が掴 まえる

加藤三知乎さん(赤坂)

。寺もなき雨となりけり痛崩れ

長尾関造さん(津島東)

・隠 (味ひとさビ足 (て堂の秋

辻八重子さん(久富)

※季節の俳句や短歌を募集しています。

住所。氏名を添えてまちづくり課ヘ

◆年もいい年でありますように
ひとり書らしの高飾者に、もちとしめ縄を贈る児童たち。

12月 7日、水田小学校区で高齢者にもちとしめ縄のプレゼン

トがありました。           (内 容は17ページ)
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
２０
年
の
初
春
を
お
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

往
く
年
来
る
年
と
ｒ
≧
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
地
球
は
回
り
、
歳

月
は
前
へ
時
を
刻
み
ま
す
。
昨
年
を
振
り
返

っ
て
私
が
特
に
印
象
深
か
っ
た
の

は
、
下
妻
校
区
活
性
化
委
員
会
が
、
以
前
か
ら
地
域
で
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー

マ
を
１２
月
１
日
に
「脱
温
暖
化

／
進
歩
ジ
ウ
ム
ｈ
し
も
つ
ま
」
と
で
つ
形
で
開

催
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
下
妻
小
学
校
の
全
校
児
童
や
筑
後
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
も
参
加
し
て
、
区
民
総
出
の
一
日
が
か
り
の
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
テ
ー

マ
は

「か
ん
き
ょ
う
」
。
子
ど
も
た
ち
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
体
験
発
表
ヤ
大

人
は
ダ
ン
ボ
ー
ル

・
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使

っ
た
生
ご
み
対
策
、
展
示
発
表
、
お
笑

い
い
っ
ぱ
い
の
落
語

・
漫
才
を
交
え
て

「か
ん
き
ょ
う
」
を
考
え
る
楽
し
い
一
日

で
、
さ
ら
に
手
作
り
の
だ
ご
汁
や
お
に
ぎ
り
、
カ
レ
ー
が
準
備
さ
れ
、
新
鮮

な
野
菜
類
の
即
売
ま
で
実
に
多
彩
で
、
有
意
義
な
地
域
の
元
気
さ
を
肌
で
感

じ
る
催
し
で
し
た
。

あ
ら
た
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
地
球
温
暖
化
問
題
は
、
直
接
人

類
の
生
存
に
関
わ
る
地
球
規
模
の
大
問
題
で
す
。
京
都
議
定
書
か
ら
１０
年
、

昨
年
末
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
で
世
界
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
ん

な
に
世
界
各
地
で
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
涛
在

やし
て
い
る
の
に
、
各

国
の
合
意
に
至
ら
な
い
難
し
さ
。
今
年
は
北
海
道
の
洞
爺
湖
で
「先
進
国
環

境
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
ま
す
。
環
境
は
も
う
待

っ
た
な
し
、
時
は
確
実
に
刻

ま
れ
て
い
く
だ
け
に
、
地
道
で
も
、
地
域
か
ら

一
人
ひ
と
り
が
考
え
行
動
す
る

し
か
解
決
策
は
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
「脱
温
暖
化
／
進
歩
ジ
ウ
ム
ｉｎ
し

も
つ
ま
」
で
し
た
。

私
た
ち
の
筑
後
市
は
市
制
５４
年
目
に
入
り
ま
す
。
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
中
々

将
来
の
展
望
が
見
え
に
く
い
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
時
節
、
ど

う
道
を
切
り
開
い
て
い
く
の
か
。
地
域
の
皆
さ
ん
や
市
民
各
層
の
モ
不
ル
ギ
ー

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員
も

一
丸
と
な
っ
て
、
活
力
あ
る

一
年
を
刻
ん
で
い
き

た
い
と
、
あ
ら
た
め
て
年
の
始
め
に
奮
い
立
つ
思
い
で
す
。
こ
の
一
年
の
ご
多
幸

碇
唯
魏
錦
野
嚇
単
町
舛
と
手
畔
暉
叫
潮
影
苛
づ
く
り
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

筑後市長

桑野照史

昨年のあんなこと、こんなこと

新年明けまし;曇おめでとうこざいますと◆年最初の「広報ちくご」は新香企画として8乍年のあんなこと、
こんなことをダイジェストで送る「市政

・
10大三ュース」特集で或 ◆回のニュースの選者については、皆

さんの声をアンケートで集約。11月 15日から15日間、市窓□や市ホームページなどで受け付けた結果、
935人の回奮がありました。
昨年1年間を振り返りながら、◆年はさらなる飛躍の年へ。◆年もよろしくお願いしま硯
【間合せ】まちづくり課まちづくり。広報係 (奮 53-4111肉線 151)ヘ

特集



い／
４
亀
名

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
こ
こ
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
４
年
に
１
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
を
迎
え
ま
し
た
。
今
、
新
幹
線

と
と
も
に
筑
後
広
域
公
園
が
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
公
園
が
筑
後

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大

い
に
寄
与
し
、
や
が
て
は
当
市
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
選
手
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
筑
後
市
議
会
で
は
、　
一
昨
年
Ｈ
月
に
初
め
て

「決
算
特
別
委
員
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
は
さ
ら
な
る
改
革
と
し
て
、
市
が
予
算
編
成
作
業

に
入
る
前
の
９
月
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
意
志
を
次
の
年
度
の
予
算
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
で
、
議

会
が
与
え
ら
れ
た
役
割
を
果
た
す
意
味
で
大
き
く
前
進
で
き
た
も
の
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

更
に

「議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
も
編
集
委
員
の
皆
様
に
研
修
会

へ
参
加

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
充
実
し
た

「議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
平
成
１９
年
６
月
に

「地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
総
務
省
で
は
、
法
律
が
規
定
す
る

「実
質
赤
字
比
率
」
を
は
じ
め
、
基
準
値
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
は
夕
張
市
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
が
、
市
議
会
と
し
て
も
、
厳
し
さ
を
増
す
地
方

財
政
の
チ

ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
、
そ
の
責
務
を
果
た
す

べ
く
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

最
後
に
皆
様
の
今
年
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
あ

い
さ

つ
と

い
た
し
ま
す
。

養護老人ホーム「網EE棄医]」
を民間委譲

筑後市議会議長

池田光政

行政改革大綱実施計画の成果は

約12億円

111:IIIIIIIIII111111lIIIII1lliliIIIIII11lII1111111lIII1111111111lIIIIIIIIIlitillil

民間に経営を委ねることが決まつていた「養護老人ホー

ム紅葉目」の委譲先に社会福祉法人桜園が正式決定。3

月にSI継ざ式がありました。同園は、B召利 27年、熊師
地区に開設 (I見在は紅葉ヶ丘公園)。 昭不862年にI見在の
里予町地区に移転し、多くの高齢者から親しまれてきまし

た。I見在、同施設には48人が入所。同施設長・菰原子
里さんは「入所者の皆さんは、地動の人たちと花作りを

通してふれあつたり、外でレクリエーションを楽しんだり

と、シ)レノヽ一ライフを活喫していますよ」と話していまし

た。
!!lIIIIII11111lII111111111:IIIIIIIII11111111111lIII1111111111111111:1llililllllllllllII1111

平成 21年度を最終日標年度とし、平成 17年度に策定した「第

四次行政改革大綱実施計画 (見直し版 )」。より簡素で効率
,効

果的な行政運営の事業計画や実施状況を示しています。

計画には、97の改革項目とその下に 186の実施事業を設定。

実施事業では養護老人ホーム「紅葉囲」の民間委譲やサザンク

ス筑後、水田コミュニテイセンターなど市が管理していた5施

設について指定管理者制度の導入を決定したほか、「収入役」の

廃止、3人乗車から 2人乗車へと「ごみ収集体制の見直し」、職

員への手当削減、公共工事コストの縮河などに取り組んだ結果、

平成 16年度と平成 17～ 18年度の比草交で、貝オ政効果は 11億

9′ 194万円となりました。



いのち

ちつごの生命をつなぐ食育条例を制定
・塩―

鎖
私たちの生命とも言える
「食」。この命を取り巻く環

境が時代とともに大きく変化

し、私たちの生活に様 な々間

題が生じていま硯

この食のあり方を見直そう

と市では「ちっこの生命をつ

なぐ食百条例」を4月に施行
し、6つの基本理念、基本的
施策を定めました。また 6月
には「食育講演会」を開催。

大地といのちの会・吉田俊道

さんが「生ごみを活用した鰤

菜作り」を紹介し、メモなど

を取りながら、熱心に聞き入

る来場者の姿が見られまし

た。

独

一一
洋
一
麟
．帯

燃やすごみ処理手数料を改定
IIIIIIIIIIIII11,IIII11111111111:IIIIIII11111lIIIIIIIIIIIIIIIIIII11111111lI111111lIIIIIIII1111111

環境パート 度 をスタート
IIIIIIIIIIIIIIIIIII!I111lIIIIIIIII!!1111111111lIIIIIIIIIIIIIIIIII

市では、道路や公園など公共の場所を清掃活

動する団体を支援しようと、11月から「環境ノヽ一

トナー制度」をスタートさせました。年 6回以
上、公園や道路、公共施設などを清掃する市民

に対して清掃用具の支給や蔓晶多行う同制度に

は、開始から7団体が応募。需やちり取り、こ
み袋などが手渡されました。

市ではこうした環境美イヒ活動を積極的に推進

していくとともに、同制度に関する相談なども

常時受け付けています。

井田団地が一音院成
IIIIIIIIIII111lII11lIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII

市南西部の活性化に期待する「丼田団地 (2棟 40戸 )」 のうち、
20戸が完成。入居者募集に多くの間い合わせが寄せられました。
この団地は平成 19・ 20年度の 2年間で建設するもので、「市菌
住宅」と中堅所得者層も入居可能な「特定公共賃蔓住宅」を併設

しているのが特徴。11月に開いたI見地見学会には、200人を超
える人が来場しました。その後行つた抽せんで、小学生 5人や¥し
幼虎 (胎児も含む)28人を持つ~右年世幕の入居者を見込む結果と
なりました。

図はイメージです

燃やすごみ処理手数料の改定が 9月議会で
~番
議さ

れ、4月から現在の指定袋大型 (502)一 袋あたり
20円 を 40円 に、小型 (202)一袋あたり 15円 を
20円に値上げすることが決まりました。
値上げの目的は、ごみを激らすこと。今後は、◆回

の手数料値上げで得られる貝オ源を活用しながら、ごみ

減量に対する取り組みやごみ溺量に対する奨励制度な

ど、増え続けるごみの抑制に向けて取り組んでいきた

いと考えています。なお、従来の指定袋は、6月 30日 l月 )
まで使うことができます。

金を廃止。

を実施
IIII1111!lII111lllil!IIIIII111111111111lIIIIIIIIIIIIIIIIII!

「実質公債費比率」は自治体の一般会計や公営企業、

一部事務組合を含めた自治体収入に占める公債妻償還

の害」合を示すもので、新たな自治体財政の指標が導入

されました。同指標が 18°/。を超えると地方債発行に

県の許可が嚇要となりま或

平成 18年度の同指標は 17.5%。 この対策に市は、
特定の目的を達成するために積み立てた 13の基金の
うち、10基金 (14億 5′000万円)を廃止して市債等
債務を早期返済。預金利率の運用から考えても、約

6,000万 円の軽河を図ることができました。

む 田停年のあんなこと、こんなこと

市政10大ニユース
広報ちくご 平成20年 1月号 (4)潟

醤疑



む 昨年のあんなこと、こんなこと

市政10大ニユース

筑後市総合計画を策定
111lIIllIIIIIIIIIIIIIIIIIII1111111111:IIIIIIIIIIIIIIII11111111lIIIIII1111111lIIII

平成 19年度から平

成 28年度までのまち
づくりの方向性や基本

指針を示した「第四次

筑後市総合計画」を 3

月に策定しました。

この計画はこれから

先 10年間の市政運営

の基本となるもので、

この計画を墨にЭ後

は、政策・施策の充実

を図つていきます。

同計画は、基本構想、

基本計画の 2部構成。
「緑に恵まれ、活力と

笑顔あふれる協働のまち」を将来像に 7つの政策、35

項目の施策、118頂目の基本事業を挙げ、ねらいや目
標などを定めています。

ちくごコミュニテイ無線が開局
:111111lII11111111111111:1111!IIIIIIIIIli11111111:1111lIIIIIIIII‖ 111111111111lIIII:1111lIIII11

地震や台風などの受害情報をいち早く、皆さんにお知らせする

ため整備した「ちくごコミュニテイ無線」が 7月 11日 に開局しま

した。市内 98カ所に設置したこの無線は、市が 1億 600万円を
かけて整備。「阪神淡路大震災」などを教訓に、広域的な通信工

リアを備え、高い信頼性を実現しています。

開局後は、台風時に開設した自主避難所情報や火災号防の周矢ll

をはじめ、行方不明者の捜索などを放送しました。また無線は単

体での情報発信も可能なため、行政区肉の会合や催しのお知らせ

などにも活用できるようになりました。

筑後市

・
―
歯蓋Ⅲ椎轟なととイタニうと手| 平成 23年春に全線開業す

る九州新幹線鹿児島ルート。

その駅として平成 16年に設

置が決定していた船」ヽ屋駅の

駅合デザイン成 5月 30日
に正式決定し、関係者や報道

陣に公表されました。
「公鋼の中の思尺」を意識し

てもらえるよう、壁面をガラ

ス張りにし、ルーバーが整然

と並んだデザインの駅合は、

2層高架駅で、ホームの長さ

は 8両対応の 210m。 待避
線を含めた 2面 3線の構造
となっていま或

ホームから公園を一望でき

る駅は全国探しても船小屋駅

だ1抗 魅力的な駅になりそう

です。

九州新幹線

船小屋駅の駅舎デ労 ンが決定
:‖ II‖ ‖‖‖li‖ ‖‖‖‖‖:H‖ ‖II‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖II‖ ‖‖‖‖‖11‖ ‖i‖ HII‖ H‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖I‖‖‖‖II1lII‖ ‖

昨
年
、最
も
関
心
の
高
か
っ
た
の
は
「九

州
新
幹
線
船
小
屋
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
決
定
」。

「公
園
の
中
の
駅
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

開
放
感
あ
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
壁
面
に
再
生

木
材
を
使
っ
た
ル
ー
バ
ー

（羽
板
）
が
整

然
と
並
び
、
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
市
内
９８
カ
所
に
設
置
し

た

「ち
く
ご
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
」
も
日

を
引
き
ま
し
た
。

昨
年
３
月
に
策
定
し
た

「第
四
次
筑
後

市
総
合
計
画
」
は

「市
民
委
員
会
」
か
ら

の
提
言
や
３
，
０
０
０
人
を
対
象
に
し
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
地
域
懇
談
会
な

ど
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
な
が
ら
の
一
大

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
と
な
り
ま
し
た
。

自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
地
方
分
権
の

下
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
め
ざ

す
た
め
、
「第
四
及
市
行
政
改
革
大
綱
実

施
計
画
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
で
は
、
９７

の
改
革
項
目
と
そ
の
下
に
１
８
６
の
実
施

事
業
を
設
定
。
実
施
事
業
で
は
、
民
間
委

譲
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
年
で
、
よ
り
効
率

・
効
果
的
な
行

政
運
営
に
期
待
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
「燃
や
す
ご
み
処
理
手
数
料
」

の
改
定
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
直
結
す

る
ニ
ュ
ー
ス
も
ラ
ン
ク
イ
ン
。
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
厳

選
し
た

「市
政
１０
大
ニ
ュ
ー
ス
」
は
い
か

が
で
し
た
で
し
よ
う
か
。
市
で
は
こ
れ
か

ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
十
分
に
反

映
し
な
が
ら
、
「市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

第l'モ ,次北イ走|アイを合
'卜

し1'|
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‐
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行
政
改
革

ヱ nfomaton

財
政
効
果
は

第
四
次
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
の

ち
よ
く

進
捗
状
況

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
政
運

営
は
、
限
ら
れ
た
行
財
政
資
源
の
も

と
で
ま
す
ま
す
高
度
化
・
多
様
化
す

る
住
民
の
ユ
ー
ズ
に
適
切
に
対
処
し

て
い
く
た
め
、
様
々
な
手
法
を
活
用

し
な
が
ら
、行
政
改
革
に
取
り
組
み
、

簡
素
で
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運

営
の
構
築
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。平
成
１７
年
３
月
、
国
は

「地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進

の
た
め
の
新
た
な
指
針
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
指
針
で
は
、
画
一
的
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
で
な
く
、
住
民
の
負
担

と
選
択
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
地
方

分
権
型
社
会
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
こ
れ
ま

で
行
政
が
主
と
し
て
提
供
し
て
き
た

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
が
提
供

で
き
る
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
し
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
指
針
で
は
、
そ
う

率
。
効
果
的
な
運
営
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
１
７
８
作
の
事
業
で
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
な
お
、
平
成
１７
・
・８
年
度
２
カ

年
の
財
政
効
果
が
累
計
で
１１
億
９
，

１
９
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
左
の
と
お
り
で
す
。

市
で
は
今
後
も
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て

「危
機
意
識
」
と

「改
革
意

欲
」
を
持
っ
て
行
政
改
革
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
、
取
り
組
み
状
況
を

公
表
し
な
が
ら
、
市
民
皆
さ
ん
と
情

報
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【間
含
せ
】
市
長
公
室
行
政
経
営
係

（盆
０
４
１
１
１
内
線
１
４
２
）
ヘ

※
実
施
状
況
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

（Ｆ
ｄ
いミ
電
重
言
ωトド】

争
μｇ
∞ｏ
・コ
Ｊ
鼎
”
を
じ
に
掲
載

し
て
い
ま
す

た
目
的

お
お
む

～
概
ね

17し

を
達
成
す
る
た
め
、
平
成

２．
年
ま
で
の
５
年
間
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
た

「集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
を
策
定
す
る
よ
う
市
町
村
に

示
唆
し
ま
し
た
。

市
で
は
平
成
１８
年
３
月
、
ゥこ
の
「集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
基
に

「第
四
次

筑
後
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

（見
直
し
版
産

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
９７
の
改
革
項
目
と

そ
の
下
に
１
８
６
の
実
施
事
業
を
設

定
。
事
務
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
向
上
、
財
政
健
全
化
、
公
平
。

透
明
性
の
確
保
、
市
民
協
働
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

ま
た
こ
れ
ま
で
行
政
や
関
連
団
体

が
行
っ
て
き
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

「民
間
委
譲
」
や

「指
定
管
理
者
制

度
」
の
導
入
で
、
よ
り
簡
素
で
、
効

「苦情現場日誌」では、実際に寄せ

られた公害苦情についく 発生から対

応、解決までをフィクションを交えて紹

介します

孫
娘
の
涙

農
家
の
稲
刈
り
が
終
わ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
修
く
寄
せ
ら
れ
る
音
情
が
あ
る
。
こ

の
日
も
そ
う
だ
。
女
性
の
声
で
「今
田
ん
ば
で
藁
を
燃
や
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
が

家
の
子
ど
も
が
煙
た
が
っ
て
迷
惑
し
て
い
ま
す
」
と
電
話
が
入
る
。
場
所
を
確
認
後
、

申
立
人
の
氏
名
と
連
絡
先
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「相
手
が
怖
い
の
で
言
い
た
く
な
い
」

と
い
う
返
事
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
苦
情
の
申
し
立
て
が
あ
る
と
、
必
ず
申
立
人
の
連
絡
先
を
聞
く
よ
う

に
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
受
け
た
苦
情
は
責
任
を
持
っ
て
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る

の
が
義
務
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
と
、
「分
か
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
は
・
。
」
と
氏
名
・
連
絡
先
を
教
え
て
も
ら
つ
た
。

現
場
は
申
立
人
の
ア
パ
ー
ト
と
数
十
所
し
か
離
れ
て
い
な
い
稲
刈
り
を
終
え
た
田

ん
ぱ
だ
っ
た
。
六
十
代
半
ば
の
男
性
が
山
積
み
さ
れ
た
藁
を
燃
や
し
、
自
煙
が
も
う

も
う
と
風
に
流
さ
れ
て
ア
パ
ー
ト
の
窓
を
覆
い
尽
く
し
て
い
た
。
確
か
に
こ
れ
で
は
煙

た
く
て
我
慢
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
対
応
が
難
し
唸

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
例
外
と
し
て
農
業
筆
を
営
む
た
め
に
や
む

を
得
ず
行
わ
れ
る
焼
却
は
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

「す
み
ま
せ
ん
。
市
役
所
か
ん
き
ょ
う
課
の
者
で
友
。
今
燃
や
し
て
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
こ
と
で
苦
情
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
」
と
言
い
な
が
ら
田
ん
ぼ
の
中
を
小
走
り

で
入
っ
た
。
「確
か
に
農
業
の
た
め
の
野
焼
き
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
煙
が
住

◆
離
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正n曲皿皿∞
【単位】:千円実施事業の効果

1果環

市税・保育料・住宅使用料。国民健康保険税・介護保険料などの

収率強化

社会福祉協議会、土地改良区への補助金削減

主な取り組み内容効果計

20,699

22,835

税・料の収納率向上

外郭団体への補助金見直し

実施事業 17年度

5,737

10,636

‐
18年度

14,962

‐
12,199

サザンクス筑後や郷土資料館、水田コミュニティセンバー、窓ケ原体育

館、市民の森公園テエスコート5施設の指定管理者制度の導入
0 10,096 10,096指定管理者制度導入

7,886 ステーション化や3人乗車から2人乗車へのごみ収集体制の見直し3,243
3,243

1,400
可燃ごみ収集体制の見直し

12,595 15,744 平成 18年度から収入役を廃止収入役の廃止 3,149

103,300

19,750
226,350 職員数を見直し、平成 17年度に16人、平成 18年度に6人減員103,300職員数の減員

144,480 177,188
人事院勧告に基づく給与体系の見直しや調整手当を平成 17年度に
0.5%、 平成 18年度に3.5%削減したほか、通動手当、管理職手当も
削減

職員給料の見直し 32,708

市3役の報酬を市長 10%、 副市長・教育長 5%削減2,917 2,457 5,374市 3役の報酬削減

39,284 職貝福利厚生当局負担金の削減など19,642 19,642職員福利厚生制度の見直し

165,184 61,691 226,875 特定基金の廃上による市債などの債務を早期返済市債筆債務の繰上償還

95,782 113,880 209,662その他

16と,619

519,695

‐
1 1313,

‐
862

17,929

961,993

― 2,433

209,588

■816

1,571

47,969

442,298

‐

ロ
水道事業会計歳入・歳出計

一般会計 ,特別会計歳入・歳出計

・歳出計

・歳出計

下

看護体制の変更による診療報酬収入の増加や職員給与の見直しなど

事業経営基盤の強化、徴収業務の委託化、職員給与の見直しなど

職員給与の見直しなど

496,654 695,289 1,191,943総合計 (全体 )

一般会計・特別会計歳入

一般会計・特別会計歳出

下水道事業会計

水道事業会計

病院事業会計

宅
地
の
方
へ
向
っ
て
い
ま
す
０
時
間
と
風
向
き
を
考
え
て
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お

願
い
す
る
。

す
る
と
そ
の
男
性
は
血
相
を
変
え
て
「俺
は
こ
の
辺
り
に
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
前
か

ら
、
，こ″」で
農
作
業
を
や
っ
て
い
る
。
あ
ん
た
の
言
う
と
お
り
に
し
て
い
た
ら
農
業
は

や
っ
て
い
か
れ
ん
。
ま
た
文
旬
が
あ
る
な
ら
本
人
が
直
接
言
え
ば
よ
か
っ
た
い
」
と
言

い
放
ち
、
住
宅
地
の
方
を
に
ら
み
付
け
て
い
る
。
直
接
市
の
方
へ
申
し
立
て
た
こ
と

が
気
に
障
っ
た
よ
う
だ
。
こ
う
な
っ
た
ら
持
久
戦
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「で
す
か
ら
稲
藁
の
焼
却
が
ダ
メ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
所
の
方

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
て
い
る
の
で
す
」
と

説
明
し
た
が
、
感
情
的
に
な
っ
た
相
手
に
始
通
じ
な
唸

恐
ら
く
申
立
人
は
ア
パ
ー

ト
の
部
屋
で
こ
ち
ら
の
や
，
取
り
に
気
を
揉
ん
で
聞
い
て
い
る
の
だ
ろ
＞孔

昨
今
開
発
が
進
み
、
農
地
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
住
宅
が
建
ち
並
ん
だ
光
景
が
珍
し
く

な
く
、
今
回
の
よ
う
な
苦
情
が
増
え
て
い
る
。
農
業
を
営
む
側
か
ら
す
れ
ば
、
農
作

業
を
や
る
う
え
で
野
焼
き
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
反
対
に
近
く
に
住
ん
で

い
る
方
に
と
っ
て
は
、
度
々
不
快
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
・孔

ま
た
、
地
域

の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
話
し
合
う
こ
と
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

そ
れ
で
も
私
た
ち
は
当
事
者
と
地
域
で
納
得
い
く
ま
で
話
し
合
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
お
互
い
が
思
い
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社
会
を
造
ら
な
い
と

根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
と
思
う
か
ら
だ
。
話
し
合
い
を
続
け
る
こ
と
一時
間
程

経
過
し
た
だ
ろ
う
か
。
野
焼
き
の
火
も
、
男
性
の
怒
り
も
燃
え
上
が
り
続
け
て
い
る
。

「違
法
行
為
で
も
な
い
し
、
そ
ろ
そ
ろ
引
き
上
げ
よ
う
か
」
と
頭
の
中
を
よ
ぎ
る
。

そ
ん
な
時
、
異
変
に
気
づ
い
た
の
か
、
小
さ
な
女
の
子
の
手
を
引
い
た
年
配
の
女

性
が
現
れ
た
。

「お
父
さ
ん
、
近
所
の
手
前
が
あ
る
け
ん
も
う
火
を
消
さ
ん
ね
」
と
妻
が
夫
に
小

声
で
呟
く
。
「な
ん
が
消
さ
れ
る
か
唸

そ
れ
じ
ゃ
農
業
は
や
っ
て
い
か
れ
ん
」
と
妻
の

一言
に
も
一向
に
聞
く
気
配
が
無
唸

そ
の
時
で
あ
る
。
急
に
風
向
き
が
変
り
、孫
娘
の
顔
面
に
煙
が
直
撃
し
て
し
ま
っ
た
。

「ゴ
ホ
ゴ
ホ
」
と
咳
き
込
み
、
目
が
痛
い
と
泣
き
出
し
た
。

「こ
の
子
は
喘
息
持
ち
な
の
よ
、
あ
ん
た
ど
う
責
任
と
る
と
ね
」
と
今
度
は
お
ば

あ
さ
ん
が
激
し
く
お
じ
い
さ
ん
を
責
め
立
て
た
。
こ
う
な
る
と
お
じ
い
さ
ん
は
オ
ロ
オ

ロ
す
る
ば
か
り
。
周
り
の
大
人
た
ち
が
孫
娘
を
介
抱
し
て
い
る
間
、
お
じ
い
さ
ん
は

申
し
訳
な
さ
そ
う
に
一人
で
火
を
消
し
始
め
た
。

あ
れ
だ
け
意
気
盛
ん
だ
っ
た
お
じ
い
さ
ん
も
か
わ
い
い
孫
娘
の
災
難
に
意
気
消
沈

の
様
子
だ
。

消
火
後
、
男
性
は
孫
娘
を
見
つ
め
な
が
ら
「自
分
の
孫
の
苦
し
み
よ
う
を
見
て
、

申
立
人
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
っ
た
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
年
ろ
ん
な
思
い
が
あ

る
ん
だ
ね
」
と
呟
き
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
孫
娘
の
頭
を
優
し
く
撫
で
た
。

【間
合
せ
】
か
ん
き
芸
つ
課
生
活
か
ん
き
ょ
う
係
（盆
⑬
４
１
１
１
内
線
３
７
１
）

ヘ

潟握勲
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1,1'InfoHnatiOn

「体
日
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
」
を

２
月
か
ら
実
施
し
ま
す

の勁兼囃一地期め』鞠　

　

拠
錨

葵
勘゙
麟サげ螂導業やい療神荘

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【問
合
せ
】
市
民
課
市
民
係

（盆
⑬
４
１
１
２
）、
税
務
課
管
理
係
・
納
税
係

（盆
⑩
４
１
１
３
）
へ

【開庁日】毎月第2・ 4日曜日

【開庁時間】8:30～ 12:00

【業務内容】
※業務内容は、7月末までの半年間で利用状況を見ながら、変更する場合があります

1.証日月書発行業務

2.届出関係業務

3.税・料金等の収納関係業務

【取り扱いできない税関係証明書】
①市県民税・所得税申告書の写し②源泉徴収票の写し③固定資産 (評価・公課)
証明書 (過年度分)④固定資産名寄帳の写し⑤字図・台帳閲覧 (土地。家屋)
⑥住宅用家屋証明書⑦事業証明書
※出入回は正面玄関 1カ所となりますので、ご注意ください

病
院
に
お
け
る
患
者

へ
の

説
明
と
同
意
の
あ
り
方

病
院
で
は
診
療
行
為
上
、
不
測
の
危
険
性
を
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
際

に
は
、
患
者
に
そ
の
行
為
を
十
分
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
同
意
を
も

ら
つ
て
い
ま
す
。
今
回
は

「説
明
」
と

「同
意
」
の
原
則
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。いや

病
気
を
癒
す
た
め
に
病
院
や
診
療
所
を
受
診
し
、
診
療
行
為

（注
射

を
し
た
り
、
薬
を
飲
ん
だ
り
す
る
行
為
、
場
合
に
よ
つ
て
は
手
術
や
輸

血
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
ら
は
患
者
に
と
つ

て
少
な
か
ら
ず
精
神
的
・
肉
体
的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
注
射
を
す
る
と
「
痛
い
」
、
薬
を
飲
む
と
「
苦
い
」
、

処
置
後
は
し
ば
ら
く
「動
け
な
い
」、
「食
べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
ダ
メ
ー

③住民票②印鑑登録証明書③戸籍謄 (抄)本・戸籍の附
票④外国人登録原票記載事項証明書

市民課 (市民係)

市県民税 (所得)証明書②市
書③納税証明書④固定資産 (評価。公課)証明書
のみ)⑤無資産証明 申告

・非課税 )

税務課 (管理係 )

区分 担当課 (係 )

①転入・転出・転居の届出②印鑑登録 (新規・廃止・亡失)
の申静③戸籍届出 (出生・婚姻。離婚・死亡)の預かり

市民課 (市民係)

①原付自転車等の登録。廃止 税務課 (管理係)

区分 担当課 (係 )

①市税 (国民健康保険税を含む)②市営住宅使用料③保
育料④道路水面占用料⑥介護保険料

税務課 (納税係)

区分 担当課 (係 )

市立病院の疑問や課題について、
さまざまな角度から紹介します

院は

●

盤
曇
凝
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炉
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公正で開かれた

市政運営に

あなたの力を

A

市
で
は
「筑
後
市
政
治
倫
理
審
査
会
」
委
員
を
募
集
し
ま
克

同
審
査
会
は
「筑
後
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
政
治
倫
理
条

例
」
に
定
め
ら
れ
た
政
治
倫
理
基
準
が
適
正
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
調
査
し
た
り
、
公
平
な
立
場
で
市
三
役
の
資
産
等
報
告
書
を
審

査
し
た
り
す
る
機
関
で
、
有
識
者
や
公
募
市
民
な
ど
７
人
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
友
。

公
正
で
開
か
れ
た
市
政
運
営
の
た
め
、
同
審
査
会
の
一員
と
し
て
市

民
の
視
点
か
ら
政
治
倫
理
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【募
集
人
数
】
４
人

【資
格
】
市
内
に
３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
２。
歳
以
上
の
人
で
、
市
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

※
市
三
役
の
親
族
や
、
市
長
を
代
表
と
す
る
政
治
団
体
役
員
は
応
募

で
き
ま
せ
ん

【任
期
】
４
月
１
日
～
平
成
２２
年
３
月
３．
日
の
２
年
間

【報
酬
】
会
議
出
席
１
回
に
つ
き
４
，
５
０
０
円

【申
込
み
】
「公
職
者
の
政
治
倫
理
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
文
（
８
０
０
字
以
内
）
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
書
い
て
１
月
３．
日
弥
ま
で
（
必
着
）
に
総
務
課
庶
務

法
制
係
（
〒
８３３
‐
８
６
０
１
〈
住
所
不
要
〉
剛
⑫
５
９
２
８
岡

めＯ
ｃ
Ｂ
ｇ
⑥
α
付軍
０〓
席
α
∞
ｏ
・【∞
こ．お
）
ヘ

【問
合
せ
】
総
務
課
庶
務
法
制
係
（金
⑩
４
１
１
１
内
線
１
３
１
）
ヘ

ハ

政治

ジ
を
受
け
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
徐
々
に
快
方
に
向
か
い
ま
す
。
診
療
行

為
が
即
治
癒
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
ダ
メ
ー
ジ
よ
り
も
病
気

が
治
る
と
い
う
利
益
の
方
が
上
回
る
た
め
に
診
療
行
為
を
行
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
診
療
行
為
は
本
質
的
に
は
不
確
実
な
も
の
で
す
。

た
と
え
過
失
が
な
く
て
も
余
病
の
発
症
や
重
大
な
合
併
症
、
事
故
な
ど

が
起
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
診
療
と
は
関
係
な
い
新
た
な
病
気
や

加
齢
に
よ
る
症
状
が
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
そ
の
よ
う
な
症
状
が
発
症
す
れ
ば
、
そ
の
治
療
に
も
最
善
を
尽
く

し
ま
す
が
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

医
療
従
事
者
は
予
想
さ
れ
る
重
大
な
合
併
症
に
つ
い
て
患
者
亮，こ
対
し

て
詳
し
く
説
明
し
、
理
解
し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
が
、
極
め
て
稀
な
も

の
や
予
想
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
言
い
尽
く
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
医
療
の
不
確
実
性
は
様
々
な
要
因
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

診
療
行
為
の
不
確
実
性
は
人
間
の
生
命
維
持
が
加
齢
、病
気
の
進
行
度
、

病
気
自
身
の
偶
発
性
、
疾
病
へ
の
治
療
の
多
様
性
、
体
力
と
体
質
な
ど

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
の
不
確
実

性
を
低
減
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

明
ら
か
な
過
失
に
よ
っ
て
身
体
障
害
が
生
じ
れ
ば
病
院
側
は
、
障
害

に
対
す
る
治
療
に
専
念
し
、
残
存
し
た
障
害
に
対
し
て
は
賠
償
責
任
を

負
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
過
失
を
伴
わ
な
い
偶
発
症
や

合
併
症
に
対
し
て
の
賠
償
責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
診
療
行
為
に
は
医
療
の
不
確
実
性
と
い
う
危
険
が
常
に

存
在
す
る
こ
と
を
承
知
し
た
上
で
同
意
書
に
署
名
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
疑
間
が
あ
る
と
き
は
納
得
が
得
ら
れ
る
ま
で
質
問
し
て
も

ら
い
、
納
得
の
う
え
で
診
療
行
為
の
方
法
を
選
択
し
て
も
ら
え
ば
良
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

納
得
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
無
理
に
急
い
で
結
論
を
出
さ
ず
、
他

の
医
療
機
関
の
医
師
の
意
見
を
聞
く
こ
と

（
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
、

サ
ー
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
も
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き

は
、必
要
な
資
料
を
提
供
し
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

他
の
医
療
機
関
の
医
師
の
意
見
を
求
め
た
こ
と
で
本
人
が
不
利
な
扱
い

を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

【問
合
せ
】
筑
後
市
立
病
院
総
務
課

（盆
０
７
５
１
１
）
ヘ

City lnformation

子どもたちのために

地域の教育で
できること

考えてみませんか

移動教育委員
~会

市
教
育
委
員
会
で
は
「平
成
１９
年
度

移
動
教
育
委
員
会
」
を
開
き
ま
克

「地
域
の
教
育
力
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
同
会
で
は
、
筑
後
中
学
校
区

内
の
行
政
区
長
や
民
生
委
員
、
学
校
評

議
員
、
社
会
教
育
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

者
な
ど
と
教
育
委
員
会
委
員
が
、
家
庭
・

地
域

・
学
校
の
役
割
や
連
携
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
予
定
で
女
）

「子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
地
域
の
教
育

で
で
き
る
こ
と
」
を
こ
の
機
会
、
一緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
な
）
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
克

【と
き
】
１
月
２７
日
⑪
午
後
２
時
～
（２

時
間
程
度
）

【と
こ
ろ
】
水
田
ヨ
ュヽ
号
ア
イ
セ
ン
タ
ー

集
会
所

【問
合
せ
】
事
前
の
申
込
み
は
不
要
。

学
校
教
育
課
総
務
係
（
盆
⑩
４
１
１
１

内
線
４
２
４
）
ヘ
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回所得の少ない世帯に属する人

世帯の総所得金額等に応じて、均等割額が軽減されます。

※軽減の判定に係る総所得金額等は、「公的年金収入―公的年金等控除-15万 円」となるなど、保険料計算の総所得金額等とは異なる
場合があります

日後期高齢者医療制度に加入する前日において、被用者保険の被扶養者であつた人
※政府管掌及び組合管掌保険、船員保険、共済組合など。国民健康保険は該当しません

被用者保険の被扶養者であった人は、新たに保険料員担が生じるための緩和措置として、被保険者となる

月から2年間は、均等割額が5割軽河されます。さらに、特例措置として、平成 20年 4月から 9月まで
は保険料の負担はなく、10月から平成 21年 3月までは均等吾」額の 9割が軽減されます。いずれも、所得
割額はかかりません。

○平成 20年 4月に被保険者となる場合

平成 20年 4月～ 9月 保険料負担なし

平成 20年 10月～ 21年 3月 均等割額 :9割軽減、所得割額 :な し
平成 21年 4月～ 22年 3月 均等割額 :5割軽減、所得割額 :な し

【保険料の計算例】

【単身世帯例 1】

基礎年金受給者 (年金収入 79万円)の場合
均箸割額 (7割軽減 )15,280円 +所得割額 0円 =保険料 15,280円 (年額 )
【単身世帯例2】

平均的な厚生年金受給著 (年金収入 201万円)の場合
均筆割額 (2割軽減 )40,748円 +所得割 44,352円 =保険料 85,100円 (年額 )
【夫婦世帯例】

夫の年金収入 201万円、妻の年金収入 79万円の場合
夫 :均箸割額 (2割軽減 )40,748円 十所得割額 44,352円 =保険料 85,100円 (年額 )
妻 :均等割額 (2割軽減 )40,748円 十所得割額  0円 =保険料 40,740円 (年額 )
※保険料は10円未満切り捨て

7割軽減 33万円 (基礎控除額 )以下の世帯

5割軽減 33万円 (基礎控除額 )+24.5万円X被保険者数 (被保険者である世帯主を除く)以 下の世帯
2割軽減 33万円 (塁礎控除額 )+35万 円X被保険者数 以下の世帯

住民票上の同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合算額軽減割合

広報ちくご 平成20年 1月号 (10)ぬ
鬱薮
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後期高齢者医療制度の

保険料率が決まりました

e

命

平成 20年 4月からの、75歳以上 (一定の障害のある人は 65歳以上)の人が被保険者となつて加入する「後

期高齢者医療制度」の保険料率が決まりました。

保険料率とは、保険料の算定に用いる「被保険者均等割額」と「所得割率」のことで、県内に住む被保険者

の医療費の状況などによつて決まります

被保険者均等割顎 :50,935円

所得割率 :9日24%
○保険料は、医療給付費 (総医療費から自己負担分を除いた費用)の約1割を被保険者全員で負担します。

O被保険者、一人ひとりが納付します。

O保険料の額は、被保険者全員が等しく負担する被保険者均等割額と、一定以上の所得がある被保険者が所得

に応じて負担する所得割額の合計額になります。

【保険料の計算式】

保険料=被保険者均等害J額 +所得割額
=50,935円 十〔総所得金額等-33万円(基礎控除 )〕×9.24%(所得割率)

※保険料の最高限度額は 50万円 (年額 )です
※総所得金額等とは、前年中の「公的年金収入―公的年金等控除」、「給与収入―給与所得控除」、「事業収入―必要経費」等で、各種所得控 除
前の金額です
※公的年金収入のみの人は、年金額が 153万円以下の場合、所得割額はかかりません

被保険者一人ひとりの保険料は制度開始後に決定いたしますので、保険料に関する通知は、平成 20年 4月

以降になります。

〇年金額が 18万円以上で、ん`つ、介護保険料と合わせた保険料額が年金額の2分の 1以下の場合

ら天SIきされます。(特別徴収)

○上記以外の場合……納付書や□座振替で納付します。(普通徴収)

※I見在、被用者保険に加入している人については、保険料軽減にかかる特例措置の関係で、普通徴収となる場合があります

年金か

福岡県後期高齢者医療広域連合 (合 092-651-3111)、

市市民課公費医療係 (金 53-4111 肉線 179)ヘ

H,

とヽ

■

心

保険料

保険料の決定

納付方法

問合せ

麗霞勲
(11)広報ちくご 平成20年 1月号



みなさんのページ

散 歩 道
∂1措氏iE

巌らitP

REEさん (13歳、赤坂)

e

)船小屋)
プーリンさん (10歳

、
(12歳、ゴさんイチ

嬉
し
い

で
き

ご
と

城
戸
千
代
子
さ
ん

（二
本
松
、７０
歳
）

昨
今
、
あ
ま
り
に
も
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
多
い
。
そ
う
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
く
。
見
る
に
つ
け
、
人
の
尊
い

命
が
、
今
は
何
故
軽
く
思
わ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
特
に

親
子
関
係
は
、
複
雑
な
気
持
ち
で
テ

レ
ビ
を
見
ま
す
。

あ
る
日
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
校
区
外
で
姉
と
農
作

業
を
し
て
い
た
と
こ
ろ

「お
ば
ち
ゃ

ん
、
草
取
り
き
つ
か
ろ
」
と
不
意
に

声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
「き
つ
い

よ
、
で
も
僕
た
ち
が
優
し
い
言
葉

を
か
け
て
く
れ
た
の
で
元
気
が
出
た

よ
」
と
答
え
る
と

「あ
ん
ま
り
無
理

せ
ん
で
ね
。
バ
イ
バ
イ
」
と
言
っ
て

走
り
去
り
ま
し
た
。
仲
良
し
男
の
子

二
人
組
と
の
、
下
校
時
の
一
瞬
の
会

話
で
し
た
。
ま
っ
た
く
初
対
面
の
私

に
、
や
さ
し
く
温
か
な
言
葉
を
投
げ

か
け
て
く
れ
、
ご
両
親
の
躾
や
す
ば

ら
し
い
家
庭
環
境
が
伺
え
ま
す
。
こ

の
松
原
小
学
校
区
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
教
育
が
い
き
届
い
て
い
る
の

か
な
あ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
挨
拶
し

て
く
れ
る
し
、
校
門
前
の
横
断
歩
道

で
車
を
止
め
る
と

「あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
頭
を
さ
げ
て
く
れ
る

事
し
ば
し
ば
。
私
も
窓
を
開
け

「気

を
つ
け
て
帰
る
の
よ
」
と
言
葉
を
返

し
ま
す
。　
一
瞬
の
間
で
す
が
、
そ
こ

に
は
温
か
な
空
気
が
流
れ
ま
す
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
大
人
に

な
っ
た
時
、
立
派
な
社
会
人
と
し
て

世
の
中
に
貢
献
で
き
る
存
在
に
な
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

後
ろ
か
ら
肩
越
し
に
跳
ん
で
き
て

「ガ
ブ
ッ
」
と
や
ら
れ
た
。
他
所
行

き
の
フ
イ
シ
ャ
ツ
も
血
だ
ら
け
に
な

っ
た
と
。

も
の
言
わ
ぬ
犬
で
も
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
れ
ば
、
褒
め
ら
れ
て
い
る
悪

く
言
わ
れ
て
い
る
と
、
ピ
ン
と
来
る

心
が
育
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
が

畜
生
ぐ
ら
い
と
侮
る
の
は
禁
物
。
ど

ん
な
仕
返
し
が
来
る
か
分
か
ら
な

い
。
こ
の
け
が
で
よ
い
勉
強
に
な
っ

た
と
左
腕
を
そ
っ
と
撫
で
ら
れ
た
。

市
内
の
家
に
は
色
々
な
ペ
ッ
ト
が

飼
わ
れ
て
い
る
の
で
、
愛
の
心
を
忘

れ
ず
に
。

■   ェ

ペ

ツ
ト

に
も
心
が
あ
る

悪
□
で
仕
返
し
の
受
難

下
川
久
枝
さ
ん

（上
原
々
北
、８２
歳
）

私
は
今
、
眼
科
通
い
を
し
て
い
る
。

隣
の
お
じ
さ
ん
も
眼
を
し
ょ
ぽ
つ
か

せ
な
が
ら
治
療
に
み
え
る
。
そ
の
お

じ
さ
ん
の
左
腕
が
、
ぐ
る
ぐ
る
と
包

帯
で
巻
か
れ
、
そ
の
上
を
ネ
ッ
ト
で

被
っ
て
あ
る
。
痛
々
し
そ
う
に
見
え

る
の
で

「ど
う
な
さ
っ
た
の
で
す

か
？
」
と
問
う
た
と
こ
ろ

「我
が
家

の
愛
犬
に
噛
ま
れ
た
」
と
。

今
、
妻
が
病
気
で
自
分
の
こ
と
が

や
っ
と
こ
さ
の
状
態
な
の
に
、
自
分

わ
ず
ら

ま
で
眼
病
を
患
い
犬
の
世
話
が
十
分

で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
何
の
気
な

し
に

「
こ
の
犬
近
く
の
○
○
山
に
捨

て
よ
う
か
」
と
妻
と
話
し
た
途
端
、

ロ
マ
ン
を
求
め

て

坂
本
静
雄
さ
ん

（折
地
、７６
歳
）

去
る
■
月
２２
日
、
ロ
マ
ン
を
求
め

て
飯
塚
市
幸
袋
町
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
柳
原
白
蓮
の
大
き
な

ロ
マ
ン
が
あ
り
ま
す
。
白
蓮
は
後
か

ら
付
い
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
す
が
、
こ

こ
で
は
白
蓮
で
通
し
ま
す
。

白
蓮
は
旧
伯
爵
柳
原
前
光
の
娘

で
、
し
か
も
大
正
天
皇
の
従
妹
で
し

た
。歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
人
で
す
。

そ
の
白
蓮
が
一
界
の
富
豪
と
い
う
だ

け
の
男
の
と
こ
ろ
へ
興
入
れ
し
て
き

た
の
で
す
。
そ
れ
が
伊
藤
伝
衛
門
で

す
。
伝
衛
門
５２
歳
、
白
蓮
２２
歳
で
し

た
。
お
互
い
に
再
婚
で
幸
袋
町
に
邸

宅
を
構
え
ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
と

別
府
に
そ
れ
ぞ
れ
別
邸
と
別
荘
が
あ

り
、
ア
カ
ガ
ネ
御
殿
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
が
今
は
在
り
ま
せ
ん
。

白
蓮
は
歌
人
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。
歌
集
の
編
集
に
訪
れ
た
の

が
宮
崎
龍
介
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
た

び
た
び
龍
介
が
訪
れ
、
自
蓮
は
龍
介

_又＼
一＼

‐

ヽ

い

い
B

霜Lてみませんか
エツセイやイラストなどあなたの作品を募集しています。掲載された人には図書カード
を贈呈します。
※グループの紹介や会員募集も受け付けています。
〔応募方法】

"エ

ッセイなど400字程度にまとめ、題名を付けてくださいレイラスト:は
がきまたははがき大の無地の紙に濃い色のベンや鉛筆で書いてください>会員募集など :

グループの活動状況と募集内容を書いてください
※ベンネーム (5字程度まで)でも受け付けますが、必ず住所 氏名 年齢 電話番号を
書いてくたさい。未発表のものに限ります
【あて先】筑後市役所まちづくり課「散歩道」係 (〒 833-8601く住所不要〉全
53-4111 屁田52-5928日圃machiduku言 @cky chikugo 19,p)ヘ

広報ちくご 平成20年 1月号 (12)尋
梨て



市長への手紙
0「市長への手紙」は、年に4回 (1・ 4・ 7・ 10月 ) e
『広報ちくご』に同封していますと

0皆さんからの「声」にお答えできるように、

住所 。氏名をご記入ください。

●寄せられた「声」の一部は、『広報ちくご』  ◆
で紹介します。

(掲載する際は匿名とさせていただきます)

●市政に対する建設的なご意見をお寄せください。

個人を誹謗、中傷するような内容はおやめく

ださい。

● 「市長への手紙」は、ホームページ(http:// )

―
。city,chikugo.fukuoka.jp/)の「市長の

部屋」のコーナーからも送ることができます。

●「市長への手紙」のほかにも、市役所本庁舎

玄関に設置している「提案箱」やファクス、  電
E― mailな どでも、皆さんからのご意見を

受け付けています。どうぞご利用ください。

Ⅲ

市長公室秘書係

Fax 0942i52-5928

E―mail tegami@city.chikugo.lgojp

―)
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市長への手紙
0ま ちづくりは「市民が主役」。

0

ヘ

キリトリセン

郵便はがき

日ごろ、皆さんが

市政について思って

おられることを桑野

照史市長に直接伝え

てみませんか。

「市民が主役」の
(桑野照史市長) 

まちづくりtと取り組

んでいる筑後市では、皆さん一人ひと

りの声を大切にし、筑後市をもっと住

みよいまちにするために、皆さんから

の 「声」をお待ちしています。市政ヘ

の提案や疑間、苦情、相談、激励など、

どんなことでも結構です。お気軽にご

意見をお寄せください。

なお、切手を貼らなくても出すこと

ができますが、経費節減のため50円

切手を貼っていただければ助かります。

皆さんからのご意見をお待ちしています。

(受 取 人)
筑後市大字山ノ井898

筑 後 市 長 行

Ilililillll1lIBII.IIIBB=ll.1]allBIlli]]]lBBBBIBBllB]11]]lllalBIBIBI

※お返事を出したいと思いますので、住所、氏名をご記入下さい

キリトリセン

差出有効期間

平成20年 12月

27日 まで

(切手不要)

キ
リ
ト
リ
セ
ン

筑後局

承 認

93

8 3 3 8 7 9 0

ご住所

(フ リガナ)

お名前

年齢   歳 (性別)男 ・女 8

回  答 必 要 ・ 不 要

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9
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ヽ

・
臥
　
　
　
（「ム
却
）
慣

（盤
叶
）

懸
群
≦
ふ

〉
ゆ
拇
朽
騰
ｓ
〉
ゆ
拇
朽

よ
蔀
侶
熙
ポ

∞
ω
∞
煮
＼
Ｅ
伴
＜
怪
熙
ぷ

（く

唇

Ⅸ
）や

稿
皿
＝
∞

照
∞
母
ｏ
ω
答
丼

臣
雲
森
禅
“
隈

和
条
連
堅
畜

単
（
と
（
十

。杯
塙
粕
袈
梨
乞
ν
申

狛
翌

や
鴎
Ｐ
引

〉
と
惇
０
牒
峰
榊

『的

〉
拇
甲
≦
』
熙

命

′廼
眠
梗
ＦＪ
梨
ミ

０
中
怖

。杯
馬
乞
ν
Ｄ
拇
也

鳴
拠
剌
郎
的

。
ば
硬
的
Ｑ
●
＆
く

狗
勲

′知
禅
冊

祀
と
０
廼
倖
Ｄ
蝶
筆

′ふ

く
各
体
早
榊
＜

′）
乞

０
建

『的

〉
拇
辞
≦
』

鸞
乞
倖
０
さ
唄
鳴
Щ
申

（郎
ぐ
昨
Ｓ
）

∞

∞

〇

〇

ト

∞

上
―
ふ
ハ
Ｋ
神
鳩
『句
Ｖ
や
貯
恒
』

∞

⑬
⑬

朧
　
横

唄
翠
ぷ



ヽ

猟とと

争

みのつさん 11歳、久保
)

ヘァバンドさん (1
3歳、上隅丁) 天パリんさん (11歳、上町)

]

さくらちやんさん
17歳、船小屋)

古賀綾乃さん (7歳、
新溝)

ケイナさん (15歳、上町)

フラワーさん (11歳、志)

ｒ
日
‥
―
、

に
惹
か
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
大
正
Ю
年
１０
月
２２
日
、
新
聞
社
に

絶
縁
状
を
送
り
付
け
、
駆
け
落
ち
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

当
時
は
世
紀
の
大
恋
愛
と
し
て
、

大
き
な
社
会
問
題
に
発
展
し
て
い
っ

た
の
で
す
。

ロ
マ
ン
の
伊
藤
邸
は
、
紆
余
曲
折

を
経
て
、
今
は
飯
塚
市
の
所
有
と
な

り
、
こ
の
た
び

一
般
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
白
蓮
ゆ
か
り
の
も
の
は
、
そ

の
居
室
と
チ
ャ
イ
ナ
服
だ
け
で
し

た
。服
は
、
娘
さ
ん
の
好
意
で
１１
月
だ

け
の
展
示
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

白
蓮
に
つ
い
て
は
、
昭
和
２．
年

渡
辺
邦
夫
監
督
の
東
宝
映
画
「麗
人
」

が
封
切
ら
れ
ま
し
た
。
白
蓮
の
生
涯

を
描
い
た
も
の
で
、
自
蓮
は
原
節
子

が
演
じ
ま
し
た
。
そ
の
主
題
歌

コ麗

人
の
歌
」
は
西
条
八
十
、
古
賀
政
男

の
コ
ン
ビ
に
よ
る
作
詞
作
曲
で
、
当

時
オ
シ
ド
リ
歌
手
と
い
わ
れ
た
霧
島

昇
、
松
島
操
が
歌
っ
て
大
ヒ
ッ
ト
し

ま
し
た
。

市
長
へ
の
手
紙

ロ

ヤぐ
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
手
紙
の

「架
空
請
求
詐
欺
」
に

関
し
て
は
、
警
察
の
取
り
締
ま
り
や

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
り
発
生
作
数
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
根
絶

に
は
い
た
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。肝
心
な
こ
と
は
、
悪
質
な
商
法
に

だ
ま
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。
身
に
覚

え
の
な
い
請
求
文
書
や
甘
い
話
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
、
突
然
の
こ
と
で
平

常
心
を
失
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
決
し
て
相
手
の
請
求
に

応
じ
て
金
銭
を
振
り
込
ん
だ
り
、
請

求
者
に
連
絡
を
と
っ
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。　
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
深
呼
吸
を
し
て
消
費
生
活
相
談
窓

口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔問
合
せ
〕
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

（市
民
課
市
民
相
談
。
年
金
係
内
谷

０
４
１
１
１
内
線
１
８
５
）
ヘ

悪
質
な
商
法
は
「架
空
請
求
詐
欺
」

の
他
に
も
様
々
の
も
の
が
あ
り
、
そ

の
手
口
も
年
々
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
５
～
７
月
に
高
額
療
養

費
や
年
金
の
支
払
い
が
あ
る
と
み
せ

か
け
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
預
金
を
振
り
込

ま
せ
る

「振
り
込
め
詐
欺
」
が
多
発

し
ま
し
た
。
消
費
生
活
相
談
窓
口
で

は
被
害
防
止
の
た
め
、
直
ち
に
隣
組

回
覧
や
広
報
な
ど
で

「振
り
込
み
詐

欺
」
の
手
口
と
対
処
法
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。
幸
い
、
市
内
で
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
で

は
、
年
間
を
通
し
て
各
行
政
区
や
老

人
ク
ラ
ブ
箸
で
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
情
報

を
載
せ
て
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
悪
質
な
業
者
は
巧
妙
に
手

法
を
変
え
な
が
ら
皆
さ
ん
を
狙
っ
て

い
ま
す
。
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
す

,

>

私
宅
に
、
架
空
請
求
の
は
が
き
が

届
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
架
空
請

求
が
何
年
か
前
か
ら
あ
つ
て
い
る
と

は
間
い
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
続
計

を
と
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
民

を
魔
の
手
か
ら
守
る
た
め
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

（匿
名
）

身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
の
は

が
き
が
届
き
、
大
変
心
配
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
市
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
は
、
こ
の
よ
う
な
悪
質
な

商
法
に
よ
る
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
相
談
の
状
況
や
動
向
を

把
握
す
る
た
め
、
相
談
者
の
年
齢
、

性
別
、
相
談
内
容
な
ど
の
統
計
を
と

っ
て
い
ま
す
。

0

ぬ霞薮
(13)広報ちくご 平成20年 1月号



第7回例会

([ヨ )

2/3

熊谷 弘 主宰

日本の雷栞瞬xxx筑後公演
18:30開演 (18:00開場)
サザンクス筑後大ホール
全席指定¥3,500(当 日¥4,000)
一――未就学児の入場不可―――
■Lコード88386 ■pコ _ド 273-452

藤田 雅
(ビアノ)

日本人が作った曲には素晴ら

しい曲がたくさんありま硯それ

を日本人の演奏家が自ら選び、演奏

し、聴衆と共に日本の心にふれる。それ

が「日本の音楽展」で現

?
―   ム
鈴木 晴子 龍

●
最
麟

日

L
下部 祐子  野口
(ツプラノ)    (フルー

野口 青目によるフルートクリニツク
2月 2日 (土)午後3時～

サザンクス筑後小ホール

参加料 5,000円
(高校生以下は3,000円 )

聴 講 500円
〔内容〕クリニックを受けたい人は、好きな曲を1

曲演奏してください。(5分程度)翌予日龍さ
んがていねいに指導しますよ約20分問)

〔申込み〕1月 10日 (木 )までにサザンクス筑後へ。
(TEし 0942-54-1200)

う
　
　
桐
朋
彗
国
大
与
音
楽
部
カ
レ
ツ
ジ

デ
イ
プ
ロ
マ
コ
ー
ス

ワ
　
修
了
。
第
２
ロ
チ
エ
コ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（国
内
）全
音
賞

К
　
受
賞
。υ
年
よ
り
「日
本
の
音
楽
展
」に
参
加
。

桐
朋
学
嗣
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽

院
に
て
研
鑽
。
米
国
の
新
間
紙
上
で
は
「類
い
希
な
才
能
」

「第
一級
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ピ
ア
ニ
ス
ト
」と
絶
賛
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の
痩
れ
た
音
楽
性
と
バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
は
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

き
田
雅
夫

林
リ
リ
■
に
師
事
。桐
朋
）
国
短
期
大
学
音

日
　
楽
科
在
学
中
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
交
響
楽
団
入
団
。後
日
本
フ
ィ
ル

読
売
日
響
に
入
団
。
退
団
後
、独
奏
や
室
内
楽
て
活
躍
。
そ

の
実
力
は
国
際
的
レ
ベ
ル
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

京
都
市
立
芸
術
大
彗
卒
。
国
内
外
て
の
リ
サ
イ
タ
ル

コ

ン
サ
ー
ト

現
代
作
品
の
演
奏
会
や
邦
人
作
品
の
初
演
に

も
数
多
く
手
掛
け
る
一方
、
オ
ペ
ラ
、
第
九
や
ミ
サ
曲
の
ソ

□
と
し
て
も
活
躍
。削
年
度
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
。筑

後
公
演
は
５
□
目
。

久
留
米
市
出
場
。
八
女
高
、武
蔵
野
音
楽
大
卒
。
指
揮
を

渡
辺
暁
雄
氏
に
師
事
。
在
京
オ
ー
ク
ス
ト
ラ
の
協
力
に
よ

Ｖ
謝
醐
　
る
「ク
ラ
シ
ツ
ク
ス

シ
リ
ー
ズ
」や
「日
本
の
音
楽
展
≒
洋

画
　
楽
寄
席
」な
ど
を
企
画
開
催
、新
し
い
音
楽
の
在
り
方
を
追

麓

帥
雖

翼

雛

勢
評

抑
嘘

稀

醒

り
第
６
□
中
島
健
蔵
記
念
音
楽
賞
を
受
賞
し
た
。

第9回例会

|

曰
議
・置
箇

A
会

二
遊
亭
　
　
林
家三遊亭 国歌  林家 正蔵

色物・林家 二楽

18:30開演 (18:00開場)
サザンクス筑後大ホール
全席指症:¥4,000(当 日¥4,500)

未就学児の入場不可

友の会V12(土 )
一 般1/19(土 )

■Lコード89428
■pコード382-017

―

―

チケット発売所 サザンクス筑後・サンリブ筑後店。久留米井筒屋・アオキ楽器(八女市)
ローソンチケット・ローソン・チケットぴあ・フアミリーマート・大本の湯アクアス

プげンクヌ擁

(財)筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1104
TEL0942‐ 54-1200
FAX0942-54-1205

菅野由弘 作

松下 功 作
坪能克裕 作

佐藤敏直 作

作

作

作

作

光

光

光

光

林

林

林

林

プログラム

屋堺群 ピァノのための
Okとり (万葉813つ

孤王の祭礼 ップラノとビッフノのための

ピアノ淡彩画帖ょり

道  ップラノとフルートのための

子供と線路 ソブラノとフルートのための

空  ップラノとフルートのための
フルートソナタソプラノとビッ′/のための

ri工

'!上

ビッグママの伝えたいシリー刈 ol。 3

中島啓江2007
～この街で～
18:30開演(18:00開場)
サザンクス筑後大ホール

ーーーチケット料金が変更になりました。
一

一般・中●●H E¥3,500

学生・・…・・・¥1,750
※当日はいずれも¥500増
(大学生以下。サザンクス筑後のみの販売。

前売のみ。学生証提示 )

ペアセット券…¥5,000(前売のみ)

■Lコ ード88823 ■Pコ ード275-812
(金 )

43/1
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サザンタスまつり
～一緒に何かしてみらん～

16日 (日 )

前夜祭 中島啓江コンサート
育成団体・講座・文化サークル

発表会・体験会

短期集中講座発表会

3月 14日 (金 )

15日 (上 )

●

サげンクヌ筑後 ′′,FOrJη aどlio,

1月 の 催 し 物

◆今月の体館日:1・ 2・ 3・ 7・ 15・ 21・ 28日

ヽ
′

文
化
庁
・文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
支
援
事
業

「ち
っ
ご
も
ん
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
受
話
苦
募
集

短
期
集
中
講
座

プ

ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
入
門

■
期
間
＝
１
月
２６
日
～
３
月
８
日
、毎
週
土

曜
日
、午
後
７
時
か
ら
　
■
募
集
人
員
＝
若

千
人
演
劇

（リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ア
タ
ー
・朗
読
群

読
劇
）公
演
・制
作

■
期
間
＝
１
月
２５
日
～
３
月
７
日
、毎
週
金

曜
日
、午
後
７
時
か
ら
　
■
募
集
人
員
＝
出

演
＝
１０
人
　
制
作
チ
ー
ム
＝
３
人

〕
倶

劇
質

Ｐ

Ｌ

Ａ

Ｙ

ｔ

ｏ

Ｐ

Ｌ

Ａ

Ｙ

遊

び

・

表
理

公
演
・制
作

■
期
間
＝
１
月
３０
日
～
３
月
１２
日
、毎
週
水

曜
日
、午
後
７
時
か
ら
　
■
募
集
人
員
＝
出

演
＝
１０
人
　
制
作
チ
ー
ム
＝
３
人

演

劇

節

興
劇
・イ
ン
プ
ロ
シ
ア
タ
と

公

演
制
作

■
期
間
＝
１
月
３０
日
～
３
月
１２
日
、毎
週
水

曜
日
、午
後
７
時
か
ら
　
■
募
集
人
員
＝
出

演
＝
１０
人
プ
ラ
ス
キ
ー
ボ
ー
ド
が
弾
け
る
人

制
作
テ
ー
ム
＝
３
人

映
画
制
作

■
期
間
＝
１
月
２９
日
～
３
月
１‐
日
、毎
週
火

曜
日
、午
後
７
時
か
ら
　
■
募
集
人
員
＝
出

演
＝
１０
人
　
制
作
チ
ー
ム
＝
３
人

ミ
ニ
？
ビ
ッ
グ
？
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

■
期
間
＝
１
月
２９
日
～
３
月
１３
日
、毎
週
木

曜
日
　
■
募
集
人
員
＝
出
演
＝
１０
人
　
制
作

テ
ー
ム
＝
３
人

※
サ
ザ
ン
ク
ス
ま
つ
り
の
ほ
か
、
３
月
１４
日

の
中
島
啓
江
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
コ
ラ
ボ
出
演

し
ま
す
。

こ
ど
も

の
た
め

の
え

ん
げ
き

ひ
ろ

ば
公
演
サ
ポ
ー
ト

※
３
月
３０
日
こ
ど
も
の
た
め
の
え
ん
げ
き
ひ

ろ
ば
公
演
に
向
け
て
、
お
手
伝
い
で
き
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み

■
受
講
希
望
者
は
、
１
月
２０
日
（日
）ま
で
に

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
へ
。

■
受
講
料
は
、
い
ず
れ
も
い
り
ま
せ
ん
。

特
別
講
座

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
入
門
（初
級
編
）

～
中
村
絵
里
子
の
が
っ
ち
ゃ
け
ト
ー
ク
～

■
と
き
＝
２
月
２
日
（土
）午
後
７
時

■
内
容
＝
制
作
の
仕
事
っ
て
？
　
■
講
師
＝

中
村
絵
里
子
会内
欽
ホ
ー
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

物
づ
く
り
。街
づ
く
り
・人
づ
く

リ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
～
表
現
者

と
そ
の
支
え
手
の
関
係
を
探
る
～

■
と
き
＝
３
月
２‐
日
（金
）午
後
７
時

■
内
容
＝
福
岡
の
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
実
態
・サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
が
目
指
す
も
の

■
講
師
＝
梁
木
靖
弘
（九
州
大
谷
短
期
大
学

教
授
）

中
村
絵
里
子
（西
鉄
ホ
ー
ル
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
）

古
賀
弥
生
（Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ー
ト
サ

ポ
ー
ト
ふ
く
お
か
代
表
）

黒
田
洋

一
（サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後
館
長
）

■
実
践
報
告
＝
サ
ザ

ン
ク
ス
ま
つ
り
講
座
受
講
者

ヽユ

日 催し物 会 場 開演 入場料 間い合わせ先

5

ロ
平成20年新春
筑後市出発式

大ホール 9:00
筑後市役所市長
ノム`雪菖  53‐ 4111

6

(日 )

新春合同三社
詣り出発式

イベント

ホール
9100 ちくご歩こう会

52‐ 7365

8
例

農地水環境保全
向上対策事業
研修会

小ホール 13:30
筑後農林事務所

52‐5169

10
内
園芸品目導入
研修会

小ホール 13:00
JA全農ふくれん
092‐ 762-4706

13
(日)

成人式
大・小
ホール

11:00 市教育委員会
53-4111

フロム7
イベント
ホール
19100 ¥500 サザ

ンクス筑後
54‐ 1200

17
内 子育

て講演会
イベント
ホール

¥200 グリ
ーンコープ生協
ムくおか54‐ 0040

18
1金)
会員説明会

イベント
ホール

10:00
働福岡県浄化槽
協会092‐ 9471800

19
仕l

成人を祝う会 大ホール 10100
筑後養護学校
53-0528

矢部川流域
景観協議会

イベント

ホール
13:00

市都市対策課
53‐4111

20
(日)

勅児フアッシヨン
/ライブ
地球に愛を

イベント
ホール

14:30 ¥500
KAWAZEN

27‐ 1679

23・ 24
m・休l

平成19年度
自動車検査員
罷

旭ヽホール 13:30
九州運輸局
092-673‐ 1196

25
1金 )

県内判定課長・
心理判定員研究
協議会研修

イベント
ホール

9:00
筑後いずみ園
52-2404

26
tD
全体職員研修会 大ホール 9:30

福岡八女農業協同
組合0943‐ 231155

27
(日)

保育発表会 小ホール 9100
椋の実保育園
0944-63-6466

公明党筑後総支
部女性局研修会

河ヽホール 19:00
公明党女性局

54‐0153

29
例

真如苑寒修行
イベント
ホール

19:30
(宗 )真如苑佐賀
支部0952,30‐ 1990

がまだす筑後2008 大ホール 18:30
仰 O・ PoH

48‐ 1700

31
内 新春経済講演会

河ヽホール 14:00
筑後商工会議所

52‐3121

ギヤラリーを露料質出し
市内団体の作品発表会に

〔展示内容〕市民が構成する絵画、書道、

彫刻、写真、工芸、手芸、生け花などの

団体の作品展示

〔利用期間〕最高8日 間 (休館日を含む)

くわしくは、サザンクス筑後へ。

゛

謁    (15)広
報ちくこ: 平成 20年 1月号    サザンクス野Iイ髪′す、

‐―と、フ＼―■ジ http://― tsathankusu― chikugoior.jp/



言 うの み だ と
"

地域ガー体と声3って
あE罪の声5いまちに

市民と警察などが一体となって犯

罪防止に取 り組もうと、12月 3日 に
「市民を守る合同パトロール出動式」
が市役所駐車場でありました。

▲通行者に、防犯や交通安全を呼びかけ
ました

1旗

安全安心のまちづくりをめざして、

警察や市防犯協会、行政区長会、地域の自主防犯組織、市内企業など
39団体約500人が参加。出動式を行ったあと」R羽犬塚駅前や周辺の商
店街などを巡回し、通行者やドライバーに注意を呼びかけました。
市防犯協会会長・桑野照史市長は「人の命が一番大切。そのために
一致団結し、筑後市では悲しい事件を決して起こさせないという決意
で取り組みましょう」と力強く訴えました。

寒ごに負けず外で元気に逆ぼう

12月 5日、古島小学校で「アビスパ福岡

サッカー教室」がありました。この授業は、

同校がサッカーを通してスポーッを好きに

なってもらおうと企画したもので、古島小

学校全児童66人が参加しました。

同クラブからコーチ4人が訪問し、初め

に児童たちと鬼ごっこやボールを使った遊

びで体を温めたあと、コーチも交えて試合

を行いました。児童たちは寒さに負けず元

気いっぱいに運動場を走 り回リボールを追
いかけました。コーチが「天気がいい日は

外で遊びましょう」と言うと児童たちは「は―い」と元気良 く約束し

ました。深町愛美さん (1年)は「楽しかったよ」と息を弾ませました。

市民を守る合同パトロール出動式

茶の入れ方数室

わたしげ入れた茶は
おいしいでしょ

11月 21日 から12月 11日 にかけ

て市内全小学校で「茶の入れ方

教室」がありました。この事業
は市地産地消推進協議会 (中村

征一会長)が地場産の茶の味を
知ってもらおうと行っているも

ので、茶の効能やおいしい茶の

入れ方などを教えました。
12月 3日 に筑後小学校で行わ

れた同教室には、5年生の児童

や」Aよ くおか八女茶業部会筑
後支部の生産者など約90人が参

加。日本茶インストラクターの

角哲子さんが「湯の温度で茶の

味は変わります。70℃ くらいの

ぬるめの湯で入れると甘みが増

しますよ」と説明すると、児童

たちも先生の指導のもと、湯を

注ぎ急須で茶を入れました。

渋江大喜さんは「自分で入れ

た茶はおいしい。ちょっと苦い

けど体に良さそうです」と何杯

も茶をおかわりしていました。

占

アビスメヾ福岡サッカー教室

人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い

・２
月
４
日
、
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
・

で

「第
２５
回
人
権
を
考
え
る
市
民

の
つ
ど
い
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
つ
ど
い
は
、
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と
市
人
権
啓

発
推
進
協
議
会
（荻
野
安
子
会
長
）

な
ど
が
開

い
た
も

の
で
、
約

２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、
女
性
連
絡
協
議

会
・
成
清
美
恵
子
さ
ん
が
大
会
決

議
を
提
案
。
人
権
学
習
の
推
進
や

「身
元
調
査
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
運
動
」
の
推
進
、
「人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
な

ど
３
項
目
が
朗
読
さ
れ
、
満
場
の

拍
手
を
も
つ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
徳
島
で
江
戸
期
か
ら

明
治
に
広
ま
り
１
９
郷
０
年
代

に
姿
を
消
し
た

「箱
廻
し
」
に

つ
い
て
芝
原
生
活
文
化
研
究

所

。
辻
本

一
英
さ
ん
が
講
演
。

被
差
別
部
落
で
生
ま
れ
た
知
恵

や
文
化
を
再
評
価
す
べ
き
で
は

な
い
か
と

「箱
廻
し
」
の
実
演

を
交
え
て
問
い
か
け
ま
し
た
。

人権尊重のまち
づくりをめごして

広報ちくご 平成 20年 1月号 (16)測
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寛政九年宿場町献上

駅弁試食会

市をPRする特産品
を作3つ

10月 に復元 した「寛政九年

宿場町献上料理」を市の特産

品として駅弁化 しようと、12

月10日 、同料理の駅弁試食会

がありました。

この試食会 には、九州新幹

線全線開通に向け、土産品開

発などに取 り組んできたちっ

ご観光・特産品開発推進委員

約20人 が参カロしました。献上

料理を基に試作された駅弁は、

ボラの煮付けや野菜のてんぶ

ら、デザー トにイチゴやカス

テラなどが入つたもので、同

委員が見た目や味付けなどを

チェックしながら試食 しまし

た。

参カロ者からは「お'い しい」、
「健康志向層に受けそう」、「献

上料理 として特徴を出してほ

しい」などさまざまな意見が

交わされました。同委員会で

は今回の意見を集約 し、改良

を重ねながら最終的に駅弁 と

して売 り出すことにしていま

す。

あ 力 /ェ
令
二
~と

ご 力 な ど と

表紙分ら
水田小学校5年生 (43人)が し
め縄ともちを贈ろうと一人暮ら

しの高齢者宅56世帯を訪問しま

した。この取 り組みは、地域と

の交流を深めようと同校が行っ

ているもので、今年で3年目にな

ります。

児童たちは、地図を片手に■

グループに分かれて訪問。自分たちで育てた米でついたもちとしめ縄

を手渡し「元気に新しい年を迎えてください」と話すと、高齢者は「毎

年ありがとうね」と笑顔で受け取りました。

「お礼を言われて嬉 しい気持ちになりました」と話す竹森昂平さんと

桑原英士さんはすがすがしい表情であふれていました。

こうした交流により同校区では、地域の子どもと大人が顔見知 りと

なり、見守りなどの防犯活動につながっているそうです。

笑顔とパトン亡「ぎ言К
いご全国大会ヘ

筑後地区のメンバーで構成する

「TOTALダンス」が「第35回マーチン
グ・バ トントワーリング全国大会九

<:祖
蹴断露ゾゼ  州予選」で金賞を受賞。12月 7日、同
話す木原さん   チームに所属する木原彩乃さん (赤
坂、8歳)が市役所を訪な 全国大会出場の報告をしました。

本原さんが出場したのはバトントワージング・小学生

の部で、1月 6日 に千葉県で行われる全国大会に向け、毎

日練習をしています。

桑野照史市長が「寒いけど風邪を引かないように全国で頑張ってくだ

さい」と激励すると、本原さんは「バトンを落とさないように笑顔で頑

張ります」と抱負を語りました。

＼

う

→う

ヽ

´

砕
Ｖ
偽

約
２
７
０
年
前
か
ら
続
い
て
い
る

と
さ
れ
る

「か
ま
ど
神
社
例
祭
き
せ

る
祭
り
」
が
１２
月
１３
日
、
座
元
の
徳

永
隆
さ
ん

（溝
口
町
、
７２
歳
）
宅
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
戦
国

時
代
に
溝
口
城
を
守
る
溝
口
正
重
が
、

胆
副
の
龍
造
寺
隆
信
に
攻
め
ら
れ
て
、

竹
や
ぶ
に
逃
げ
込
み
青
竹
を
き
せ
る

代
わ
り
に
し
た
故
事
に
由
来
す
る
も

の
で
、
城
主
の
苦
労
を
偲
び
、
こ
の

地
区
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
宮
司
や
氏
子
な
ど
約

３。
人
が
集
ま
り
、
清
め
の
お
払
い

な
ど
の
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
約

３。
を
の
長
さ
に
切
ら
れ
た
青
竹
と

刻
み
た
ば
こ
を
一
人
ひ
と
り
に
配

布
。
合
図
と
と
も
に
点
火
す
る
と
、

時
お
り

「ゴ
ホ
ゴ
ホ
」
と
咳
き
込

む
声
が
し
、
た
ち
ま
ち
部
屋
中
白

い
煙
に
覆
わ
れ
ま
し
た
。

社
厳
っ
羅
ガ
鬱
嗣
猪
＝
井
嗽
瑚
呻

な
が
ら
練
り
歩
き
、
沿
道
に
集
ま

っ
た
人
か
ら
拍
手
や
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

先祖を偲び紫煙を
くゆらす

＼

TOTALダンスチームが全国大会ヘ

か
ま
ど
神
社
例
祭
き
せ
る
祭
り

薦霞駿
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I
を
規
則
的
に
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と

は
、健
康
な
体
を
つ
く
る
基
本
で
す
。

ま
た
、
夜
食
や
間
食
を
取
り
過
ぎ
る

こ
と
は
食
事
に
偏
り
が
出
た
り
、
肥

満
を
招
い
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

主
食
一
主
菜
・副
莱
を
基
本
に
、

食
事
・のパ
ラ
ツプ
を
一　
・

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
ポ
イ

ン
ト
は
、
１
回
の
食
事
に
主
食

。
主

菜

・
副
菜
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
す
。

多
様
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
、
調
理

方
法
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
。
加
工
食
品
や
調
理
食
品
を
利
用

す
る
と
き
は
、
手
作
り
の
も
の
を
加

え
る
と
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
な

り
ま
す
。

主
食
…
ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺

主
菜
…
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

副
菜
…
緑
黄
色
野
菜
、
淡
色
野
菜
、

海
藻
類
、
キ
ノ
コ
類

堀
鶴
ｔ駕
醒
一

最
近
は
ご
は
ん
の
消
費
が
減
り
、

油
脂
の
消
費
量
が
増
え
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
糖
質
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
摂
取
す
る
た
め
、
主
食
で
あ

る
ご
は
ん
は
毎
食
き
ち
ん
と
食
べ
ま

乳
製
品
。
緑
黄
色
野
菜

・
豆
類

。
小

魚
な
ど
を
十
分
食
べ
る
こ
と
も
必

要
に
な
り
ま
す
。

卜ヽ、．！
フメ

ｒヽ

食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に

Ｆ
‐
イ
ゝ
オ‐
ヽ
（
一

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
も
食
事
全
体
の
塩
分
や
脂
防
の

量
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
事
を
作
る
と
き
の
調
味
料
を
少

な
め
に
使
う
こ
と
や
、
外
食
や
惣
菜

を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
栄
養
成
分

表
示
を
見
て
、
選
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
よ
＞つ
。

適
正
体
重
を
知′り
、
日
々
の

活
動
に
見
含
ｎ
た
食
妻
量
を

食
べ
す
ぎ
や
運
動
不
足
で
肥
満

に
な
る
と
、
身
体
の
調
子
が
悪
く
な

り
、
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
適
正
体
重

《身
長

（
ｍ
）
×
身

長

（
ｍ
）
×
２２
》
を
保
つ
た
め
に
は
、

年
齢
や
環
境
に
合
わ
せ
た
食
生
活

・を
し
て
、
適
度
な
運
動
を
心
が
け
ま

日
本
は
、
お
せ
ち
料
理
を
は
じ
め

節
句
や
祭
り
な
ど
伝
統
行
事
に
結
び

つ
い
た
食
べ
物
が
あ
り
、
旬
の
味
を

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
食

材
を
生
か
し
た
食
文
化
を
大
切
に

し
、
と
き
に
は
新
し
い
料
理
を
加
え

る
と
食
卓
に
変
化
が
あ
り
、
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
の
に
も
役
立
ち
ま

す
。潮腫
震
洋■
て

私
た
ち
の
食
べ
残
し
や
捨
て
た
食

品
が
ご
み
を
増
や
し
て
い
る
現
状
を

考
え
る
と
、
食
品
を
買
う
と
き
や
料

理
す
る
と
き
に
、
買
い
す
ぎ
・
作
り

す
ぎ
の
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
毎
日
の
食
事
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
か
？
食
生
活
の
あ

り
方
は
、
私
た
ち
の
心
と
体
の
健
康

と
大
き
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
自

分
の
生
活
を
振
り
返
り
、
新
し
い
１

年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
る
た
め
に

「食

生
活
指
針
」
を
紹
介
し
ま
す
。

食
事
を
楽
し

ヽ
み
ま‐し
．な
う

・・
一　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

食
事
の
時
間
は
栄
養
補
給
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。

忙
し
い
人
も
、
休
日
に
は
食
事
を

ゆ
っ
く
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た

ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
満

腹
感
が
得
ら
れ
、
食
べ
す
ぎ
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

１

日

の
食
事

の
リ
ズ

ム
か

ら
、

健
や
か
な
生
活
リ
ズ

ム
を

朝

・
昼
・
夕
、
１
日
３
回
の
食
事

r持

「食
生
活
指
針
」
で
、よ
い
１
年
の
ス
タ
ー
ト
を
！

し

よ
＞つ
。

⑫

野
菜
、
栗
物
、
牛
乳
＾
乳
製
品
、

豆
類
、
魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
絨

維
を
豊
富
に
含
ん
だ
野
菜
や
果
物

は
、
体
の
調
子
を
整
え
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
食
事
を
す
る
と
き
に
は
野

菜
を
多
く
組
み
合
わ
せ
、
果
物
も
毎

日
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
骨
や
歯
を
作
る
材
料
に
な
る
カ

ル
シ
ウ
ム
を
と
る
た
め
に
、
牛
乳

・

域
の
産
物
を
生
か

は
新
し
い
料
理
も

自
分
の
食
生
活
を

見
直
し
て
み
表
し
よ
う

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
築
い
て
い

く
こ
と
は
、
本
来
自
分
で
取
り
組
ん

で
い
く
課
題
で
す
が
、
食
生
活
は
家

族
や
仲
間
と
の
関
わ
り
の
中
で
営
ま

れ
る
も
の
な
の
で
、　
一
緒
に
考
え
見

直
す
機
会
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
食
生
活
指
針
を
参
考
に
生
活
を

見
直
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

０
生
活
指
針
…
平
成
１２
年
、当
時
の

農
林
水
産
省
。文
部
省
・厚
生
省
が
策

定
し
た
、１０
頂
目
か
ら
構
成
さ
れ
る

食
生
活
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
。

し

よ

＞つ
。

食
文
化
や
地

し
、
と
き
に
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1同 今日の常生行事
団間合せ

健康づくり課
奮 53-4115

◆乳幼児健診 ※母子健康手帳を持ってきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

25日 (金)13:00～ 14:00

10か 月 児 健 診 11日 偕D13:30～ 14:30

1歳 6か 月児健診 18日 (金)13100～ 14:00

10日 (木)13:30～ 14:30

◆各種教室・相談

平成 19年 3月 生まれの子

平成 18年 6月生まれの子

健  診

教 室

◆2月 (上旬)は…

内  容

|     と き と こ ろ

保健センター

内 容
1歳以上の子どもと保護
者。むし歯のお話や歯
磨き指導、おやつ試食

対 象 者

平成 19年 9月 生まれの子

成 16年 12月 生まれの子 (ァンケートと5ccの尿持参)

差かゴ留、十ゴ
=μ
笏悟yとき・ところ

17日 (木)10,00～ 12:00
三保健センター

20日 (日 )9:30～ 12100
=保健センター※要予約

と  き

妊娠中の過ごし方、栄

養指導、妊婦体操、沐

浴 (実習)など

保健センター

7日 (木 )1 0:00～ 12:001

【時間はいずれも10:00～ 11:30】
① 10日 (木 )(就学前まで)=「親子クッキング」(筑後保育所)

※水筒 エブロン 三角巾持参   【申込み :4日 (3)、 7日 (a)】
② 22日 (火)(2歳～就学前)=「楽しい表幌遊び」(おひさ
まハウス)※水筒持参        【申込み 118日 (金 )】
③ 23日 (水 )、 24日 (木 )(p歳まで)=「歌つてP誦つてリズム
あそび」(おひさまハウス)      【申込み 118日 (金 )】
④ 29日 (火 )、 30日 (水 )、 31日 (木 )(就学前まで)=「楽し
い鬼づくり」(おひさまハウス)※水筒 【申込み 125日 (金 )】
ψ O歳の赤ちやん広場(当日受付)16日 (水 )、 17日 (木)=(お
ひさまハウス)し ずヽれか 1日を選び、母子手帳を持参
■おはなし会 (当日受付)
18日 倫)(就攣前まで)=「おはなし会」
圏 2月 (上旬)は…

① 2日 (■ )(就学前まで)=「お絞さんとあそぼう 1節分祭」
(サンコア軽運動室)※水筒持参8日 (金 )13i30～ 1430

3歳 児 健 診 14日 (木)13:30～ 1430

・ 【申込み不要。当日受付】 轟

鍵
・ 【申込み・間合せ】
:;禽て支!度センター (a538574)ヘ

圃日曜祝日在宅医 (9:00～ 17:00)       囲広域眼科在宅医 (9:00～ 17:00)
1～ 3日 筑後市立病院 (和泉西)    盆 53-7511    1日 末田眼科 (久留米市諏訪野町)
6日 中村クリエック (野町) 盆 52-7311    2日 小サ|1眼科医院 (久留米市北野町)
川上小児科医院 (徳久) 盆 54-0630    3日 みやた眼科医院 (八女郡広川町)

13日 馬田医院 (二本松)

14日う二:!i官と与;み£::〕 i:|と[!)a::::i:::::;:二 i:ξl宮謀 )
20日 つつみ脳神経外科クリニック (赤坂) a42■ 155   20日 大善寺なかしま眼科医院(久留米市大善寺町)

山崎医院 (山ノ井中)        盆 53-2753   27日 つむら眼科医院(久留米市善導寺町)
27日 山方内科医院 (前津) 盆 52-1351  日歯科在宅診療 (10:00～ 16:00)
柳瀬医院 (一条) 盆 53-3808    1日 山口歯科医院 (船小屋)

日救急指定病院                    2日 井口歯科医院 (長浜)

筑後市立病院 (和泉西) 盆 53-7511    3日 馬田歯科医院(二本松)

囲小児救急外来 (19:00～ 22:00)         6日 井口歯科医院 (長浜)

日
gど

:i          争与

1争::33!;:|   :::ξ 官§専8BI手3::江
)

丁)   盆 37-6116   27日 野田歯科医院(秋松)
※日程や時間は変更になる場合がありますので事前に問い合わせてください

高善て
(19) 広報ちくご 平成20年 1月号

て】35‐ 1231

て】41‐ 3701

60943-32-6888

てお0943-22-6123

盆 44-2030

盆 72-2335

盆 26-0003

647-3678

盆 53-3256

盆 53-2814

盆 52-8788

653-2814

て】53-7720

て】0943-23-5000

て】53-8205

盆 53-4187

4か 月 児 健 診

3歳 児 健 診

乳 幼 児 教 室

も う す ぐ
パパママ教室

おつぱい教室

10か月児健診



“
＝
Ｗ

―
か
ぶ

―
」

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
「親

子
観
劇
会
」
を
開
き
ま
克

〔と
き
〕
１
月
２。
日
０
午
前
１０
時
半
～

（受
付
Ｈ
午
前
１０
時
～
）

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
３
階
軽
運
動
室

〔対
象
〕
就
学
前
の
子
と
保
護
者

〔内
容
〕
劇
「ぴ
―
か
ぶ
―
」
上
演
（劇

団
・
風
の
子
九
州
）

〔参
加
費
〕
無
料

〔定
員
〕
１
５
０
人
に
な
り
次
第
締

切
り
〔申
込
み
・問
合
せ
〕
同
セ
ン
タ
ー
（盆

０
８
５
７
４
）
ヘ

筑
後
商
工
会
議
所
青
年
部
会
で
は

「舞
い
上
が
れ
・
夢
・
未
来
。
希
望
」

を
テ
ー
マ
に
「凧
揚
げ
大
会
」
を
開
き

ま
友
９

〔と
き
〕
１
月
２０
日
⑪
午
前
９
時
～

〔と
こ
ろ
〕
県
営
筑
後
広
域
公
園
多

目
的
広
場

〔内
容
〕
小
学
生
な
ど
が
作
っ
た
凧

（大
凧
・
連
凧
）
揚
げ
や
も
ち
つ
き

〔問
合
せ
〕
同
会
議
所
。
石
橋
（盆
⑬

３
１
２
１
）
ヘ

県
な
ど
で
は
「労
働
相
談
会
」
を

開
き
ま
克

〔と
き
〕
１
月
２．
日
⑪
～
２３
日
ｍ
午

前
９
時
～
午
後
５
時
１５
分

※
２３
日
は
午
後
８
時
ま
で

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
労
働
福
祉
事
務
所

（久
留
米
市
合
川
町
）

〔対
象
〕
勤
労
者
と
そ
の
家
族
な
ど

〔内
容
〕
職
場
で
の
い
じ
め
や
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
問
題
解

決
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
。
電
話

親
と

談

県
な
ど
で
は
「親
と
子
の
な
や
み

相
談
」
を
開
き
ま
克

〔と
き
〕
１
月
１８
日
⑥
、
１９
日
①
午

前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

〔と
こ
ろ
〕
福
岡
市
婦
人
会
館
「あ
い

れ
ふ
ズ
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
）

〔内
容
〕
子
育
て
や
家
庭
教
育
、
い
じ

め
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
。
電
話
相
談
、

面
談
ど
ち
ら
で
も
可

〔相
談
電
話
番
号
〕

０
９
２
・７
１
４
・０
１
９
０

〔相
談
料
〕
無
料

〔問
合
せ
〕
面
談
は
要
予
約
。
県
生

活
労
働
部
青
少
年
課
指
導
係
（
盆

０
９
２
・６
４
３
・３
３
８
８
）
ヘ

写

相

炎窟

親萄
明
第
３９有
明
高
専
吹
奏
楽
部
で
は
「第
３９

回
定
期
演
奏
会
」
を
開
き
ま
克

〔と
き
〕
１
月
２６
日
①
午
後
６
時
半

のベージ
立
ロ

谷
蓋

電話番号はおまちがえのないように

凧を 〔と
こ
ろ
〕
大
牟
田
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
（大
牟
田
市
不
知
火
町
）

〔曲
目
〕パ
イ
レ
ー
ツ
オ
ブ
カ
リ
ビ
ア
Ｘ

か　じ
鍛
冶
屋
の
ポ
ル
カ
ほ
か

〔入
場
料
〕
無
料

〔問
合
せ
〕
同
吹
奏
楽
部
顧
問
・村
田

（盆
０
９
４
４
０
８
６
５
４
）
ヘ

相
談
、
面
談
ど
ち
ら
で
も
可

〔参
加
費
〕
無
料

〔問
合
せ
〕
筑
後
労
働
福
祉
事
務
所

（盆
⑩
ｌ
０
３
４
）
ヘ

揚虜

肝

検
査

八
女
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
で
は

「肝
炎
無
料
相
談
・
検
査
」
を
開
き

ま
す
。

（と
き
〕
毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時

～
２
時

〔と
こ
ろ
〕
八
女
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
（八
女
市
本
村
）

〔対
象
〕
希
望
す
る
人
（住
所
・
氏
名

な
ど
の
記
載
が
必
要
）

〔内
容
〕
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

Ｌ麟
ｉ

】
持
毬
・
Ｖ

第 15回ち つ ご マ ラ ソ ン 大 会 参カロ者募集
園 EB

市では、「第 15回ちっごマラソン大
会」を開 くにあた り、出場者や出店団

体、運営ボランティアを募集 します。

日大会出場者

〔とき〕3月 9日 (日 )9:15～開会
〔ところ〕県営筑後広域公園一帯

〔内容〕県営筑後広域公園を発着点 に

2とm、 51m、 10Lmの 部 (各 ク ラス
ごと)と誰でも自由に参加できる健康
マ ラソンの部 )・ マ ラソンの部 (19歳
以上)完走者の中から抽せんで 「ホノ
ルルマラソン」に招待するほか、各賞
があたる抽せん会があ ります。

〔参加費〕>健康マラソンの部 =500
円>マ ラソンの部 (小学生～ 18歳 )
=700円 >マ ラソンの部 (19歳 以上)
=3000円
〔定員〕1000人
〔申込み〕市民課や社会教育課にある

申込用紙 (郵便振込 )に必要事項を書
き、2月 1日 (金)ま でに最寄 りの郵便
局で参加費を納めて ください

団出店団体

〔出店料〕2000円 (テントを大会事務局
に準備依頼する場合 は、男U途 7000円
必要 )

〔申込み〕社会教育課 にある申請用紙
1こ必要事項 を書 き、2月 1日 (金)ま で
に申し込んで ください

日運営ボランティア

〔内容〕マ ラソンコースの誘導や案内
など

〔申込み〕電話 またはファクスで 2月
1日 (金)ま でに社会教育課ヘ

日問合せ

同大 会 事 務 局 (社会 教 育 課 文 化
ス ポ ー ツ係 盆 53-4111内 線 435団
53-4216) ヘ

広報ちくご 平成20年 1月号 (20)翔
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ity lnformation

う

の
検
査
・
相
談

〔問
合
せ
〕
同
事
務
所
健
康
対
策
課

（盆
０
９
４
３
②
６
９
６
０
）
ヘ

（蚕

市
教
育
委
員
会
で
は
「第
５
回
筑

後
市
少
年
囲
碁
・
将
棋
大
会
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
克

〔と
き
〕２
月
２
日
①
午
後
１
時
半
～

（受
付
＝
午
後
１
時
～
）

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
３
階
軽
運
動
室

〔対
象
〕
市
内
に
住
ん
で
い
る
小
。
中

学
生
〔種
目
）
▼
囲
碁
＝
小
学
生
の
部
（低
。

中
二
局
学
年
）
、
中
学
生
の
部
▼
将

棋
＝
小
学
生
の
部
低
・中
・高
学
年
）、

中
学
生
の
部

〔参
加
費
〕
２
０
０
円

〔定
員
〕
各
５０
人
程
度

〔申
込
み
・
問
合
せ
〕
社
会
教
育
課

や
学
校
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
き
、
１
月
２５
日
倫
ま
で
に
同

課
社
会
教
育
係
（盆
⑩
４
１
１
１
内

線
４
３
２
）
ヘ

を
大
切
に
し
た
自
己
主
張
の
表
現
方

法
な
ど
、
話
し
方
の
実
践

〔受
話
料
〕
無
料

〔定
員
〕
２。
人
（応
募
多
数
の
場
合
は

市
内
の
人
を
優
先
し
、
抽
せ
ん
）

〔申
込
み
・
間
合
せ
〕
１
月
２．
日
明

ま
で
に
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
（
盆

⑬
２
５
１
６
）
ヘ

※
託
児
・
託
老
を
希
望
す
る
人
は
、

１
月
２．
日
鯛
ま
で
に
要
予
約

〔内
容
〕
日
常
使
う
こ
と
が
多
い
か
な

習
字
の
習
得

団
布
あ
そ
び
（端
切
れ
手
芸
）
編

〔と
き
〕
２
月
７
日
～
３
月
６
日
の

毎
週
木
曜
日
、
午
後
１
時
～
３
臓
全

５
回
）

〔内
容
〕
古
布
や
端
切
れ
を
使
っ
て
小

物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
作
成

囲
と
こ
ろ

サ
ン
コ
ア
２
階
講
習
室
６

日
対
象
原
則
と
し
て
６。
歳
以
上
の
人

日
受
講
料

無
料

固
定
員
各
３０
人
（応
募
多
数
の
場
合
は
抽

せ
ん
）

囲
申
込
み
・
問
合
せ

１
月
１８
日
鯰
ま
で
に
中
央
公
民
館

（盆
⑩
２
１
７
８
）
ヘ

一

　

　

　

　

　

　

一

一

一

ナ

ー

福
岡
県
ご
は
ん
食
推
進
委
員
会
で

は
、
ご
は
ん
食
料
理
セ
ヽヽヽ
ナ
ー
「絵
巻

す
し
教
室
」
を
開
き
ま
克

〔と
き
〕
１
月
１９
日
０
午
前
１０
時
～

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
ー
階
料
理
実
習

室〔対
象
〕
未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ

の
保
護
者

〔内
容
〕
県
産
米
「夢
つ
く
し
」
を
使

っ
た
絵
巻
す
し
作
り
ほ
か

〔参
加
費
）
無
料

〔定
員
〕
３０
組
６０
人
程
度
に
な
り
茨

第
締
切
り

〔申
込
み
・
間
合
せ
〕
１
月
１２
日
徹

ま
で
に
触
食
品
産
業
情
報
セ
ン
タ

ー
（盆
０
９
４
６
②
６
６
１
４
団

０
９
４
６
②
６
６
０
７
）
ヘ

隷隣一朝碑〉覇・

市
で
は
「ス
キ
ル
ア
ッ
プ
。
話
し
方

実
践
講
座
」
を
開
き
ま
寃

〔と
き
〕
１
月
３．
日
～
３
月
１３
日
の

毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
～
８
時
半

（全
７
回
）

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
２
階
会
議
室

〔対
象
〕
全
日
程
受
講
可
能
な
人

（内
容
〕
会
議
の
進
行
方
法
、
相
手

ィ
ア
講
座

市
教
育
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
ボ

ラ
Ｙ
万
ィ
ア
を
育
成
す
る
「ち
Ｒ
」ボ

ラ
Ｙ
ア
ィ
ア
講
座
」
を
開
き
ま
克

日
実
用
か
な
習
字
編

〔と
き
〕
２
月
６
日
～
３
月
５
日
の

毎
週
水
曜
日
、
午
前
１０
時
～
正
朱
全

５
回
）

ち

っ
９

冬季キヤンプ
孝市教育委員会と市青少年育成市民会議で

は、氷点下の野外活動を体験する「冬季キャ

ンプ」の参加者を募集します。

〔とき〕2月 9日 (■)～ 10日 (日 )1泊 2日

〔ところ〕サンビレッジ茜 (福岡県飯塚市)

〔対象〕河ヽ学 4年生～中学生

〔内容〕スキー体験、レクリエー

ション、野外炊飯ほか

〔参加費〕4000円

〔定員〕45人になり次第締切り

〔申込み・問合せ〕1月 4日

(金)～ 25日 (金)に社会教育課社会教育係 (盆

53-41■ 内線 432)ヘ

※ 2月初旬に事前研修を行います

|
障

ミ
ナ
ー

県
で
は
「障
害
者
就
職
準
備
セ
ヽヽヽ
ナ

ー
」
を
開
き
ま
克

圏
就
職
準
備
の
近
道

（と
き
〕
１
月
１２
旧
①
午
前
１０
時
～

〔内
容
〕
自
分
を
活
か
す
働
き
方
に
つ

い
て
の
講
習
や
面
談

〔定
員
〕
３５
人
程
度

日
就
職
活
動
の
実
践

〔と
き
〕
１
月
２３
日
ｍ
午
前
１０
時
～

〔内
容
〕
履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
マ

ナ
ー
な
ど
の
講
習
や
面
談

〔定
員
〕
２０
人
程
度

空
］ｇ

セ

寛政 宿場田]献上駅弁
筑後商工会議所と市観光協会では、江戸時

代に羽犬塚宿場町で出されたとされる「献上料

理」の駅弁化に向けて、ネーミングを募集しま現

採用された人には「寛政九年御目附様御下向

御体泊再現料理」ペア食事券をプレゼントしま筑

〔募集期間〕1月 18日 総)まで

〔応募方法〕ネーミング・氏名・連絡先を記入し、

ファクスカトEメール、はがきで同会議所ヘ

〔申込み・問合せ〕筑後商工会議所地域資源

∞全国展開プロジェクト担当・平田、國武 (〒

833-0041筑後市大字和泉 ■8-1 盆 52-3121

団 53-6508□団info@chikugo.or.Jp

※当せん者発表は、採用された人のみ 1月 28日

(月 )以降、Eメールか電話で連絡いたします

講
座

日
講
演
会

●

麗霞薮
(21)広報ちくご 平成20年 1月号



囲
と
こ
ろ

石
橋
文
化
セ
ン
タ
１
１
階
会
議
室

（久
留
米
市
野
中
町
）

日
対
象
就
職
を
希
望
す
る
障
害
者

団
参
加
費

無
料
（た
だ
し
同
伴
者
は
資
料
代

が
必
要
）

園
申
込
み

参
加
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
。

輸
ジ
ャ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
フ

ー
ク
（盆
０
９
２
・４
１
５
・６
８
０

０
）
ヘ

日
問
合
せ

県
生
活
労
働
部
労
働
局
新
雇
用
開

発
課
（盆
０
９
２
・４
１
５
・６
８
０

０
）
ヘ

日
は
じ
め
て
の
＞
⊆
持ｏ
‐
０
＞
∪

〔と
き
〕
１
月
２９
日
∽
～
３
月
２７
日

弥
の
毎
週
火
・
木
曜
日
、
午
後
６
時

半
～
９
時
（全
１８
回
）

〔対
象
〕
パ
ソ
コ
ン
経
験
者

〔内
容
〕
建
築
図
面
作
成
の
基
本

〔定
員
〕
１９
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔受
語
料
〕
４
万
２
０
０
０
円

囲
は
じ
め
て
の
デ
ジ
カ
メ

〔と
き
〕
１
月
２２
日
∽
～
２
月
１４
日

弥
の
毎
週
火
・
木
曜
日
、
午
前
９
時

半
～
正
午
（全
８
回
）

〔対
象
〕
パ
ソ
コ
ン
経
験
者

〔内
容
〕
撮
影
、
取
り
込
み
、
印
刷

〔定
員
〕
１９
人

〔受
講
料
〕
１
万
６
０
０
０
円

日
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
入
門

〔と
き
〕
２
月
４
日
⑪
～
３
月
２．
日

総
の
毎
週
月
・
水
。
金
曜
日
、
年
後

１
時
～
４
時
（全
２０
回
）

〔対
象
〕
初
心
者

〔内
容
〕
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
本

（定
員
〕
１８
人

〔受
講
料
〕
３
万
６
０
０
０
円

団
と
こ
ろ

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

業虜
職

久
留
米
地
区
職
業
訓
練
協
会
で
は

「職
業
訓
練
講
座
」
を
開
き
ま
克

ドクターヘリポート
新たに2カ所追カロ

ダ
市消防本部では、救急活

動で緊急の場合にドクターヘ

リが離着陸できるヘリポート

として、次の場所を新た|こ指定しました。
ドクターヘリは、重篤な患者を一刻も

早く医師のもとへ搬送し、救命率の向上

と後遺症の軽減をめざすもので、現在は

市内の中学校と高等学校のグラウンドを

ドクターヘリポートとして指定していま現

近隣住民の皆さんにはご迷惑をおか

けしますが、ご理解とご協力をお願いし

ま現

【新たに追加されたヘリポート】

>筑後広域公園>市民の森公園

〔問合せ〕同本部警防課救急救助係 (a
52-2020)ヘ

日
申
込
み
・
問
合
せ

同
セ
ン
タ
ー
（盆
⑭
５
２
０
１
）
ヘ

働
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は

「危
険
物
取
扱
者
試
験
」
を
実
施
し

ま
友
。

（と
き
〕
２
月
２４
日
⑪

〔と
こ
ろ
〕
久
留
米
大
学
御
井
学
舎

（久
留
米
市
御
井
町
）

〔種
類
〕
全
種
類

〔申
込
み
〕
市
消
防
本
部
に
あ
る
願

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
１
月
１。

日
い
（消
印
有
効
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
福
岡
県
支
部
（
〒
８‐２
‐
０
０
３
４

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１
‐１５
）
ヘ

日
試
験
準
備
請
習
会

市
防
災
協
会
で
は
、
同
試
験
の
準

備
講
習
会
を
開
き
ま
克

〔と
き
〕
２
月
９
日
⑪

〔と
こ
ろ
〕
市
消
防
本
部
会
議
室

〔受
語
料
〕
▼
一般
＝
２
０
０
０
円
▼

同
協
会
会
員
＝
１
５
０
０
円

※
ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す

〔定
員
〕
３。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み
・
問
合
せ
〕
市
消
防
本
部

予
防
課
予
防
係
（盆
⑫
２
０
２
０
）
ヘ

猛

★子育て電話相談 全53-8574(毎 週月～金曜日 9:00～ 17:00)
☆教育相談電話 全52-3880 ★福岡県教育ホットライン 金52-傘潔Ю
★女性の悩み電話相談 金53-2516(毎週月～金曜日 8:30～ 17:OO)
★配偶者暴力相談支援センター 全 0943-23-7520(毎週月～金曜日 8:30～ 17:15)

家庭児童相談
毎週月・火・木・金曜 日

8:30～ 17:00
市民相談室

児童に関する悩みなど

(家庭児童相談員兼母子自立支援員 )

市民課

盆 53-4111内 線 134

教 育 相 談
毎週月～金曜日

8:30-17:00 教育研究所
いじめ・不登校 。学習・進路などの悩

みや心配など    (教 育相談員 )
教育研究所

盆 53-8678

健康 に関する

総 合 相 談

毎週金曜日

9:00⌒ツ12:00
筑後市立病院

保健、医療、福祉についての総合相談

(医師、看護部長等 )

市立病院総務課

盆 53-7511

の

談

体

相

と

害

心

障

1月 9日 (水 )
13:30-16:00

おひさまハウス
障害者 (児)やその家族の悩みなど

(社会福祉士)

市民課

盆 53-4111内 線 135

障 害 福 祉

なんでも相談室

毎週月～金曜日

9:00⌒ツ17:30

総合福祉

センター

全ての障害に関する相談など

(専門相談員 )

社会福祉協議会

て】52-6699

補 聴 器 相 談
1月 15日 (火 )・ 23日 (水 )
10:00ヘツ12:00

市民相談室
聴覚障害者用の補聴器について相談、

修理など       (指 定業者 )

福祉事務所

て】53-4111内 線 223

在 宅 介 護 相 談 (筑後市包括支援センター地区ステーション)
高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーや看護師が応じま魂
《と き》常時(土 。日曜日、祝日、夜間は施設の看護師等が対応します)
《ところ・問合せ》芳樹園ステーシ望ン(盆 532511)、 クリーンパル・ゆうステーション(盆 52-0630)

市社会福祉協議会ステーション(盆 529066)

ところ相   談 と   き 内 容 (オロ談員) 問 合 せ

広報ちくご 平成 20年 1月号 (22)測
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匿 ≧

団 剛 図 配
一ラ
ボ
ン
を

繋
難
さ
せ
る
方
法

ニッポンを繁盛
させる方法

このままでは日本は沈没する。

しかし、立ち直る希望はまだある。

世界に誇れる国になるために、日

本の「シヤツター」を開け、日本

という「商店街」に行列を作ろう |

この国を盛り上げる方法を、島田

紳ロカと東国原英夫が語る。

者 :島田紳助
東国原英夫

ふたりで
おるすばん

あたしは世界一のおねえちや
ん。なのに、弟はうるさくてきた
なくて、ほんとに嫌になる…と思
っていたら、ふたりでお留守番を
することになつてしまつた !元気
なきようだいのちよつと変わつた
一日を描く楽しい物語。「ふたり
でまいこ」の姉妹編。

著 :いとうひろし

島
ＩＩＩ
紳
助

東
円
原
芙
大

インターネット予約開始します!
図書室では、1月 16日 lアk)からホームページによる

図書の予約を開始しま現 予約できるものは、現在

貸出中のものに限りま丸

またインターネットで予約を希望する人は、事前に

利用者カード、メールアドレス、パスワードの登録が

必要となりま丸 登録は図書室カウンターで 1月 10日

(ノにlから受け付けま丸 借りる)贋番になりましたら、図

書室からEメールで連絡しますので、1週間以内に

図書室に来てください。

1週間を過ぎると予約は
無効となりますので、ご

注意ください。皆さんの

ご利用をお待ちしていま

丸

1月のイ本館日●は休館日です
金

０

３
●

２２
２９

一
●
●
一

６

‐３

一

２７

0●
9   10

16 17
23  24

30  31

4  5
11  12

18 19
25  26

●

●

う

轟p馨賊

お は な し の け 介 ん  絵本の読み間ア〕`せなどがあり、よい絵本を紹介します。ぜひ参力8してください

気後市中央公民館園憲室

とき 。ところ 内容 主催団体

1月 5日 (土 )、 19日 (土 )
11:00～ =図書室

1月 11日 l金)13:30～
=保健センター

1月 12日 l土)11:00～
=図書室

1月 17日 l木)11:30～
=図書室

幼児～」ヽ学校低学年

10か月児健診対象者

幼児～/」 学ヽ校低学年

小善校就学前まで

読み間かせ、てあそび等

亦ちゃんと保護者に絵本を手渡し、,b

ふれあうひとときを持つきつかけづくり

読み間ん`せ、ノヽネルシアター等

読み間かせ、アヽネルシアター等

ボランテイア、図書室職員

プツクスタートボランテイア
「さくらんぼ」

ちくご読善の会
「ぺえじ」

筑後ヨし小おやこ読書会
「(ぎちぼち」

ヽ

うヽ

0。

消費生活に関する苦情など

(消費生活相談員)

市民課

盆 53-4111内線 185消費生活相談
毎週月・火・水・金曜日

8:30-17:00 市民相談
室

久留米社会保険事務所

盆 33-6192
商工会議所

社会保険全般について

(久留米社会保険事務所職員)
社会保険相談

1月 24日 (木 )
10:00-15:00

市民課

盆 53-4111内線 183行 政 相 談
1月 17日 (木 )
10:00-12:00 市民相談

室
国、公団、公社等に対する苦情、意見、要

望など        (行 政相談委員)

市民相談室
給料不払い、雇用主とのトラ

"レ

など

(労働相談員)

市民課

盆 53-4111内線 185労 働 相 談
毎週火・木曜日

8:30-17:00

(昼の部)1月 16日 l,k)
18:30-16:00 市民相談室

金銭、不動産、家庭問題な尻 〔昼の部〕定員6人・

予約受付日1月 10日 (木lのみ〔夜の部〕定員4人・

予約受付日1月 15日 (火)のみ。

受付は17:00ま為 抽せんで決定  (弁護士)

市民課(予約も)

谷 53-4111内線 183無料法律相談
(夜の部)1月 24日 lホ )
17:30～ 19:30

サ ン コア

勤労者家庭支援施設

(予約も)盆 53-2516
1月 18日 (金 )
17:30～ 19:30

サ ン コア
離婚、セクハラな島 オロ談者は女性のみ。

要予約。先着順     (女 性弁護士)
ス
談

．
相
イデ
律
レ
法

いじめ、差別、近隣とのもめごとなど

(人権擁護委員)

市民課

盆 53-4111内線 183人 権 相 談
1月 9日 (水 )
10:00～ 15:00

サ ン コア

社会福祉協議会

てき52-3969
毎週木曜日

13:00-16:00
総合福祉

センター

いろんな心配ごと、悩みごとなど

(心配ごと相談貝)
心配ごと相談

配偶者などからの暴力 (DV)、 離婚等家庭

問題、セクル箸の相談  (女性専門相談貝)
ちくご女性ほっとライン

て】54-2600
ち くご 女 性
ほつとライン

毎週月曜日

10:00-16:00 サ
ン コア

↑目    邑央 と   き 内 容 (↑日談員 ) 問 合 せところ

ぬ導勲
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デ

ダ そ`

ヽデ【ム

1月の行事

ツ
市
内
の
中
学
生
硬
式
野
球
チ
ー
ム

「筑
後

リ
バ
ー
ズ
」
に
所
属
す
る
古
賀
翔
太
さ
ん
（下

北
島
、
１５
歳
）
が
、
■
月
に
東
京
都
で
開
か

れ
た

「Ａ
Ａ
ア
ジ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」

に
出
場
。
日
本
代
表
と
し
て
、
チ
ャ
イ
エ
ー

ズ
タ
イ
ペ
イ
代
表
を
相
手
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
わ
ず
か
１８
人
し
か
選
ば
れ
な

か
っ
た
同
カ
ッ
プ
の
出
場
選
手
と
し
て
古
賀

さ
ん
が
選
ば
れ
た
の
は
、
そ
の
ず
ぽ
抜
け
た

身
体
能
力
と
輝
か
し
い
成
績
”
身
長
１
７
４

差ン、
体
重
Ъ
ざ
の
身
体
か
ら
繰
り
出
す
バ
ッ

ト
ス
イ
ン
グ
は
指
導
者
か
ら
も

「中
学
生
の

H

《元旦》:

式◆熊野神
'

1日

5日 新春・筑後市出発

社追雛祭

6日

フ日

9日

X
―ノ

ス
イ
ン
グ
と
は
思
え
な
い
」
と
言
う
ほ
ど
鋭

く
、
ま
た
１
０
０
所
を
狙
・
７
秒
で
駆
け
抜

け
る
な
ど
俊
足
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

古
賀
さ
ん
は
、
そ
う
し
た
能
力
を
所
属
す
る

野
球
リ
ー
グ
で
遺
憾
な
く
発
揮
。
「日
本
硬
式

少
年
野
球
連
盟

（ジ
ャ
パ
ン
リ
ー
グ
ご

の
今

年
度
春
季
南
部
の
部
で
は
、
「首
仕
打
署
工
、
「盗

塁
王
」、
「本
塁
打
王
」
の
３
冠
を
獲
得
し
た

ほ
か
、
同
リ
ー
グ
の
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば

れ
る
な
ど
、
他
の
選
手
を
圧
倒
し
て
い
ま
し

た
。同
カ
ッ
プ
は
３
日
間
、
３
試
合
の
日
程
で

寒》《/」
□
漂
輔
　
掛
ぶ
卦
　
阿
七
型

　

霊
ド
ｕ
Ψ
召
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

□
動
粘
　
誘
試
璃
鉾
叶
ｄ
Λ
こ
珊
　
４
∞
ω
甲
∞
ω
ｏ
Ｐ
説
目
瀬
滅
ぶ
卦
汁
報
巨
ヽ
半
∞
Φ
∞
郎
諄
　
Ｏ
ｏ
ｏ
ヽ
｝
９
∵
卜
〓

牌　
一目
ｏ
Φ
卜
｝
ｏ
｝
り
Φ
］
∞
コ
ヨ
す
す
◎
ｏ
一営
・ｏ
す
一府
宝
６
・灯
・す

当コ
Ｓ
一３
ミ
ｒぞゼでｆ
ｏ
【営
こ
π芦
〓
０
？
声
に
ｏ
声
ω
ユ
＼

古賀 翔太さん

家庭からの燃やすごみ
収 集 量 比 較
収集量(t)1日あたり(平均t)1大 1日あたり擁出量む)

H19.11     774.5     25,8    532.0

H18.11     740,5     24.7    511.0

比較      34,0     1.1     21.0

ごみ減量のキーワード3RI
3番目の Rはリサイクル (再資源化)
です。分別の徹底をお願いします。

※交通事故、火災・敷急は前月と累計が合わない
場合があります

嘗紗疹窟鶴

日本代表として
「AAアジアチャレンジカップ」に出場
こ  が   しよう た

出し汁 ―I

片栗粉 …

水 ・…… 1

三つ葉・

しょうが汁

農業委員会

あいさつ運動(重点:古島小、

水田小、筑後北中)

六所富恵比須大祭

成人武

《成人の日》

クリーン作戦(重点:水田小

学校区)

三十日諏訪えびす大祭

《大寒》

サンコアまつり(～27日 )

行政区長会

10日

13日

14日

19日

20日

21日

26日

128日

て
「ま
た
今
回
み
た
い
な
大
舞
台
を
味
わ
い
た
い
」
と
話
す
古
賀
さ
ん

軍

行
わ
れ
、
古
賀
さ
ん
の
出
番
は
３
試
合
目
。

試
合
中
盤
か
ら
代
打
で
出
場
し
、
２
打
席
を

経
験
し
ま
し
た
。
「打
席
に
立
っ
た
も
の
の
、

地
に
足
が
着
い
て
い
な
い
と
い
う
か
、
か
な

り
緊
張
し
ま
し
た
。
相
手
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は

台
湾
出
身
の
選
手
。
放
つ
ボ
ー
ル
は
１
３
０

Ｆ
を
超
え
て
い
ま
し
た
。」

結
果
は
凡
打
だ
っ
た
も
の
の
、
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
と
プ
レ
ー
し
、
日
の

丸
を
背
負
い
な
が
ら
、
大
き
な
舞
台
を
経
験

し
た
古
賀
さ
ん
の
収
穫
は
と
て
も
大
き
な
も

の
で
し
た
。

現
在
、
古
賀
さ
ん
は
高
校
進
学
を
控
え
て

い
る
も
の
の
、
週
４
日
の
練
習
の
ほ
か
毎
日

約
２
０
０
回
の
素
振
り
に
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。尊
敬
す
る
プ
ロ
野
球
選
手
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ヤ
ン
キ
ー
ス
で
活
躍
し
て
い
る
松
井
秀
喜
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カリフラワーのかにあんかけ (材料〉 1人分

カリフラワー…・80g
カニ身 ・……・10g
みりん・・…・・・・3g
薄口しょうゆ ―・lg

塩 ・・・……・・04g

(作り方〉
①カリフラワーは適当な大きさの小房
にわけ固めにゆでる。
②鍋にみりん、薄口しょうゆ、塩、出し
汁を入れ温め、①とカニ身を加えて
カリフラワーが柔らかくなるまで煮
る。

③片栗粉を水で溶いて加え、ひと煮た
ちしたら三つ葉としょうが汁を加え
混ぜる。

税

国民健康保険税7期
市県民税4期
〔納期限〕 1月 31日 l木 )
税金は期限内に納めましょう

今 Eの

11月の人の動き
人 口     48,497人 (+8人 )
男      23,191人 (- 2人)
女      25,306人 (+10人)
世帯数    16,446戸 (+5戸)
※カッコ内は前月からの増減です

コ11月の交通事故
発生件数     61件 (445件)
負傷者数     75人 (573人)
死亡者数      0人 ( 3人 )
※カッコ内は今年の累計です

fll月の火災・救急

出火件数     1件 ( 13件 )
火災損害     1万円( 737万円)
救急出動   142件 (1,529件 )
※カッコ内は今年の累計です
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